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クルマ社会
光と影

特
集
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ク
ル
マ
に
乗
る
こ
と
に
憧
れ
て
い
た
あ
の
時
代
。

い
つ
の
間
に
か
一
家
に
一
台
と
い
う
時
代
に
。

便
利
さ
を
享
受
し
ま
し
た
が
そ
の
反
面
も
・
・
・
。
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ク
ル
マ
社
会

ク
ル
マ
と
日
本
人
の
暮
ら
し
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

存
在
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
が
マ
イ
カ
ー
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
今
か
ら
50
年
ほ
ど
前
の
昭
和
30
年
代
半
ば
。

自
転
車
や
バ
ス
が
交
通
手
段
の
大
半
を
占
め
て
い
た
時
代

と
比
較
し
、
マ
イ
カ
ー
の
出
現
に
よ
っ
て
、
日
本
の
生
活

風
景
は
一
変
し
ま
し
た
。

日
本
の
マ
イ
カ
ー
時
代
の
幕
が
開
け
、
約
半
世
紀
。

ク
ル
マ
社
会
に
よ
る
「
光
」
と
「
影
」
を
特
集
し
ま
す
。

明
治
17
年　

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
起
工

明
治
23
年　

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
開
通
・
完
成

明
治
34
年　

森 

鷗
外
が
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
に
立
ち
寄
る

大
正
14
年　

同
ト
ン
ネ
ル
拡
張
工
事
の
計
画

昭
和
2
年　

拡
張
工
事
着
手
、
石
畳
の
整
備
な
ど
も
行
わ
れ
る

昭
和
4
年　

幅
員
を
5
メ
ー
ト
ル
に
拡
張
、
道
路
は
セ
メ
ン
ト
で
舗
装

昭
和
10
年　

バ
ス
を
は
じ
め
自
動
車
の
通
行
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る

昭
和
39
年　

新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
着
工

昭
和
42
年　

同
ト
ン
ネ
ル
完
成

平
成
15
年　

新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
新
設
工
事
着
手

平
成
19
年　

新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
開
通

歴史
光と影

仲哀トンネル
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峠
の
克
服
こ
そ
交
通
の
歴
史

の
克
服
こ
そ
交
通
の
歴

史
だ
っ
た
京
都
郡
。
古

代
か
ら
京
都
郡
と
田
川
郡
を
結

ぶ
道
は
大
宰
官
道
が
利
用
さ
れ
、

人
や
物
を
大
宰
府
に
輸
送
す
る

た
め
、
国
家
的
に
重
要
な
交
通

路
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
官
道
に
は
ト

ン
ネ
ル
は
存
在
せ
ず
、
古
く
か

ら
こ
の
急
峻し
ゅ
んな
仲
哀
峠
越
え
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
仲
哀
ト
ン
ネ

ル
が
完
成
す
る
ま
で
、
利
用
者

に
と
っ
て
苦
難
を
強
い
ら
れ
ま

し
た
。

　

近
代
化
が
始
ま
っ
た
明
治
で

は
、
燃
料
と
し
て
の
必
需
品
で

あ
る
石
炭
や
建
築
用
の
石
灰
岩

の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
地
下
資
源
を
豊
富
に
有

す
る
筑
豊
地
域
で
は
早
く
か
ら

大
規
模
な
採
掘
が
行
わ
れ
、
迅

速
な
輸
送
が
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
候
補

地
は
3
か
所
あ
り
、
そ
の
う
ち

田
川
郡
と
の
最
短
距
離
で
あ
っ

た
現
在
の
場
所
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
6
年
8
か
月
に
も
及
ぶ
工

事
の
末
、
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
は
明

治
23
年
（
１
８
９
０
年
）
10
月

に
開
通
。
現
在
の
金
額
に
換
算

す
る
と
約
2
億
4
千
万
円
と
い

う
巨
費
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。

あ
の
日
の
仲
哀
ト
ン
ネ
ル

古
き
写
真
か
ら
よ
み
が
え
る

仲哀トンネル（平成 12 年に国の有形文化財として登録）

『難所を解決せずして、地域の発展はあるのか』

　森鷗外が陸軍軍医として小倉に赴任していたこ
ろ、一週間に及ぶ師団衛生隊の夏の機動演習が
行われました。明治 34 年 7 月 4 日、行橋から
香春に向かう途中でこのトンネルに立ち寄ったこ
とが、森鷗外の著書「小倉日記」で確認できます。
　トンネルが開削された谷には仲哀天皇腰掛岩
など、同天皇にまつわる伝説にちなみ仲哀と命
名。

　明治 11 年から同 24 年まで田川郡長を務めた熊
谷直候。大区長だったころ（明治 6 年 12 月～明治
10 年 5 月）に従来の峠越えの不便さを解消するた
め、トンネルの掘削を発案したと伝えられています

（資料提供／香春町教育委員会）。

熊谷　直
ちょっこう

候　　  Tyokkou  kumagai

長 さ 441m、 幅 3.6m、
高さ 3.3m のトンネルに
よって峠越えが解消さ
れました（勝山から香春
へ向かうトラック）。

峠

第
一
章温

故
知
新

　

ク
ル
マ
社
会
の
夜
明
け

クルマ社会
光と影

特
集

ク
ル
マ
社
会
の
発
展
は
ク
ル
マ
の
生
産
台
数
を
調
査
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
交
通
網
の
整
備
に
よ
っ
て
も
、
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
章
で
は
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
焦
点
を
当
て
、
ク
ル

マ
社
会
の
「
光
」
の
部
分
に
取
材
を
進
め
ま
し
た―

新仲哀トンネル（旧）の貫通時の写真
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　新トンネルは旧トンネルよりも約 80 ～100 メートル標高を下げて、トンネル口が設け
られました。昭和 40 年（1965 年）に貫通、同 42 年（1967 年）に開通したトンネルの長
さは旧トンネルと比較すると約 3 倍近くの 1220m、幅は 9.2m、高さ 6.2m の近代的な造
りとなりました。当時、九州の道路トンネルとしては、関門トンネル、熊本県の佐敷トン
ネルについで第 3 位の長大トンネルでした。

近
代
化
を
支
え
た

仲
哀
ト
ン
ネ
ル

　　

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
が

開
通
し
た
明
治
23
年

（
１
８
９
０
年
）以
来
、

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
は
、

京
都
・
田
川
両
郡
の

人
々
の
生
活
を
向
上

そ
し
て
産
業
発
展
に
寄
与
し
ま

し
た
。

　

明
治
28
年
（
１
８
９
５
年
）、

豊
州
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、

交
通
量
は
減
少
。
開
通
当
時
の

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
は
馬
車
一
台
が

通
れ
る
程
度
で
し
た
。

　

し
か
し
数
度
の
工
事
に
よ
っ

て
、
幅
員
は
拡
張
さ
れ
、
ト
ン

ネ
ル
に
続
く
つ
づ
ら
折
り
の
道

路
も
石
畳
の
敷
設
や
セ
メ
ン
ト

舗
装
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
年
）

ご
ろ
か
ら
バ
ス
が
通
る
よ
う
に

な
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
ク
ル
マ

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
始
め
ま

し
た
。
ト
ン
ネ
ル
と
平
野
部
で

は
高
低
差
が
著
し
い
た
め
、
輸

送
路
と
し
て
の
弊
害
や
急
激
な

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
渋
滞

が
発
生
す
る
な
ど
の
問
題
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ク
ル
マ
社
会
に
対
応

す
べ
く

　

新
仲
哀
ト
ン
ネ

ル
の
建
設
に
着
工

し
た
の
は
昭
和
39
年

（
１
９
６
４
年
）。

工
夫
1
人
と
人
夫
数

人
が
犠
牲
と
な
る
落

盤
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、

総
事
業
費
７
億
１
千
７
０
０
万
円

と
い
う
巨
費
を
投
じ
、
昭
和
42

年
（
１
９
６
７
年
）
に
完
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
峠
越
え

の
不
便
さ
は
解
消
さ
れ
、
京
都
・

田
川
郡
民
の
往
来
が
頻
繁
に
な

り
ま
し
た
。
ク
ル
マ
で
25
分
か

か
っ
て
い
た
旧
道
に
比
べ
、
約

2
分
で
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
筑
豊
横
断
道
路
中
、
最
大

の
難
所
が
克
服
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
通
式
は
香
春
町
側
で
行
わ

れ
、
当
時
の
福
岡
県
知
事
を
は

じ
め
勝
山
、
香
春
、
行
橋
そ
し

て
田
川
の
首
長
が
参
加
し
、
新

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
へ
か
け
る
期
待

は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
見
物
客
は

５
０
０
人
に
達
し
、
式
典
後
に

は
マ
イ
カ
ー
や
単
車
で
の
初
走

行
が
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

空
港
の
開
港
そ
し
て
東
九
州
自

動
車
道
の
開
通
を
視
野
に
入
れ

　

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）

に
新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、

峠
越
え
に
比
べ
る
と
飛
躍
的
に

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

交
通
量
は
年
々
増
加
。
そ
の

交
通
量
は
一
日
2
万
２
千
台
を

超
え
、
大
型
車
の
混
入
率
も

26
・
2
％
と
高
く
、
能
力
の
限

界
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

建
設
当
時
の
昭
和
42
年
に
試

算
し
た
交
通
量
を
上
回
り
、
椎

田
勝
山
バ
イ
パ
ス
の
開
通
、
北

九
州
空
港
の
開
港
そ
し
て
東
九

州
自
動
車
道
の
開
設
で
交
通
量

が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
、
平
成
2
年
度
に
一

般
国
道
２
０
１
号
仲
哀
改
良
と

し
て
事
業
化
。
そ
し
て
平
成
15

年
に
工
事
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
よ
っ
て
、
新
仲

哀
ト
ン
ネ
ル
（
長
さ
１
千
３
３
０

メ
ー
ト
ル
、
幅
11
・
5
メ
ー
ト

ル
）
に
平
行
す
る
よ
う
に
新
ト

ン
ネ
ル
が
掘
削
。
総
事
業
費

１
０
０
億
円
が
投
入
さ
れ
、
平

成
17
年
3
月
25
日
に
多
く
の

人
々
が
見
守
る
中
、
貫
通
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ル
マ
社
会
が
発
達
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
交
通
網
の
整
備

が
急
務
と
さ
れ
た
近
世
。
明
治

23
年
以
来
、
平
成
19
年
ま
で
の

１
１
７
年
間
に
仲
哀
ト
ン
ネ
ル

が
3
本
掘
削
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
移
動
手
段
が
歩
行
や

馬
車
で
あ
っ
た
明
治
と
比
較
し

て
、
昭
和
や
平
成
の
世
で
は
ク

ル
マ
社
会
が
予
想
を
遙は
る

か
に
上

回
る
速
度
で
発
達
し
、
ト
ン
ネ

ル
掘
削
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た

た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

↑棒グラフは「1967 年から10 年毎の福岡県内の自動車保
有台数（乗用車、貨物車、特種（殊）車、二輪車の合計）
の推移」資料 / 財団法人自動車検査登録情報協会
折れ線グラフは国道 201 号（小長田）の交通量
資料 / 道路交通センサス（平成 9 年、11 年、17 年）

小長田
道路交通センサス（平成 9 年、
11 年、17 年に実施）調査ポ
イント

新仲哀トンネル

↑みやこ町管内道路図

単位：台

鹿毛  眞さん（香春町）
新仲哀トンネルの写真を提供。
昭和 39 年 4 月に福岡県土木
部に入庁。新仲哀トンネルが
初の仕事となる。昭和 15 年 9
月 28 日生まれ。

↑貫通石を使った記念品
安産のお守りとして崇敬されてきた貫通
石は、現在では最後の発破地点の石と
いうことで「難関突破」「初志貫徹」「大
願成就」という意味から安産のみならず、
入試のお守りや縁起物とするなど、その
石に対する感謝の思いが託されるように
なりました。
←貫通式（平成 17 年 3 月 25 日）では
関係者によって、樽神輿が担がれ、新ト
ンネルの誕生を祝いました。

ク
ル
マ
社
会
「
光
」

361,604

1,177,092

1,919,832

2,835,064

3,183,521

15,141

15,520

15,850

0

500,000

1,500,000

2,500,000

3,500,000

昭和42年 昭和52年 昭和62年  平成9年 　平成11年　平成17年   平成19年

14,800

15,200

15,600

16,000



P�広報みやこ 12 月号広報みやこ 12 月号P�

Interview

三和テクノ株式会社　代表取締役社長

山口　貞男　　sadao yamaguchi
会社のエネルギーや知恵を発揮するため、組織力

強化を努める。昭和 11 年 5 月 29 日生まれ。

株式会社ナフコ　ナフコ豊津店　店長

山下　徹　　tooru yamashita
福岡東店店長から豊津店店長となり、「お客さん

のニーズに応え、地域に根ざした店にしたい」と

抱負を語る山下さん。昭和 39 年 6 月 24 日生まれ。

社  名　  三和テクノ株式会社（昭和 40 年 4 月設立）
資本金　9,000 万円
代表者　山口貞男（代表取締役社長）
事業内容　自動車関連部品、情報通信機器部品を
主体としたシール機能製品の開発、製造、販売

社　名　株式会社ナフコ ( 昭和 45 年 8月設立 )
資本金　35 億 2152 万円 
代表者　代表取締役社長　深町勝義 
従業員数　1,381人（臨時雇用者数：約 6,200人） 
事業内容　ホームセンター・家具・ホームファッシ
ョン小売業

構
想
の
真
ん
中
に
京
築

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）、
苅
田
町
に

日
産
自
動
車
九
州
工
場
が
進
出
し
ま
し
た
。

こ
の
当
時
、
多
く
の
自
動
車
関
連
企
業
の

工
場
進
出
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
の

自
動
車
産
業
の
集
積
が
現
在
、
北
部
九
州

を
中
心
に
進
ん
で
い
ま
す
。

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
に
ダ
イ
ハ

ツ
車
体
（
現
・
ダ
イ
ハ
ツ
九
州
）
が
群
馬

県
前
橋
市
か
ら
中
津
市
に
移
転
し
、
京
築

地
域
か
ら
中
津
市
ま
で
の
ラ
イ
ン
は
「
カ

ー
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
」
の
拠
点
と
し
て
重

要
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
宮

若
市
）、日
産
自
動
車
九
州
工
場
（
苅
田
町
）、

そ
し
て
ダ
イ
ハ
ツ
九
州
（
中
津
市
）
の
合

計
年
産
台
数
が
１
０
０
万
台
を
突
破
。

　

麻
生
渡
・
福
岡
県
知
事
は
「
京
築
地
域

は
県
内
で
も
最
も
発
展
が
期
待
で
き
る
地

域
」
と
発
言
す
る
な
ど
、
京
築
地
域
に
か

け
る
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。

北
部
九
州
の
経
済
を
牽
引

ト
ヨ
タ
九
州
が
苅
田
工
場
と
小
倉
工
場

で
増
設
及
び
稼
働
、
そ
し
て
ダ
イ
ハ
ツ
九

州
が
大
分
や
久
留
米
で
操
業
及
び
稼
働
、

日
産
車
体
九
州
も
九
州
工
場
内
に
進
出
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
連
の
企
業
進
出
の
背
景
に
は
、
広
域

交
通
網
、
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
っ

て
、
工
場
へ
の
運
送
時
間
や
距
離
の
短
縮

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
に
開
港

し
た
北
九
州
空
港
や
東
九
州
自
動
車
道
、

国
道
10
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
よ
っ
て
、

更
な
る
自
動
車
関
連
企
業
や
他
業
種
の
店

舗
な
ど
の
進
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

１
０
０
万
台
構
想
を
打
ち
出
し
た
15
年

か
ら
19
年
ま
で
の
福
岡
県
で
の
雇
用
創
出

効
果
は
1
万
3
千
4
０
０
人
、
県
外
か
ら

の
自
動
車
関
連
企
業
の
進
出
は
56
社
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
九
州
経
済

を
牽
引
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

わたしは京都府出身です。
進出を決めた要因の一つに

『京都郡』の名に縁を感じ
たことも挙げられます

苅田町から中津市まで自動
車産業の進出で、会社にとっ
て好条件が整いました。こ
のため進出を決めました。

企業立地 news
in MIYAKO

平成 18 年 12 月　勝山黒田に進出

株式会社 コメリ　九州地区ﾌﾞﾛｯｸﾏﾈｼﾞｬｰ

水澤　健司　　kenji mizusawa
「『小さな店舗だからこそ』というメリットを生か

し、お客さんの声を取り入れていきたい」と語る

水澤さん。昭和 46 年 7 月 20 日生まれ。

用地交渉など現場での仕事が多いため、職場内で

は上司部下が気軽に話をする雰囲気作りに努める

竹國さん。昭和 35 年 2 月 2 日生まれ。

西日本高速道路株式会社　九州支社

福岡工事事務所　所長

竹國　一也　　kazuya takekuni

社　名　株式会社コメリ（昭和 37年 7月設立） 
資本金　188 億 200 万円
代表者    捧 賢一（代表取締役会長）
                 捧 雄一郎（代表取締役社長） 
従業員数　8,697人（2006 年 3月末）
事業内容　ホームセンターなどの全国展開

社　名     西日本高速道路株式会社（平成 17年10 月設立）
資本金     475 億円
代表者     石田 孝（代表取締役会長）
                  奥田 楯彦（代表取締役社長） 
従業員数　約 2,600人 
事務所概要　東九州自動車道（苅田北九州空港～行橋新設事
業【平成 25 年度完成予定】、行橋～豊津新設事業【平成 26
年度完成予定】、椎田道路改築事業【平成 26 年度完成予定】）

高速道路を造るまでがわた
したちの仕事です。人そして
企業を呼び込むには、みな
さんの知恵が必要です。

新
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
そ
し
て
高
速
道
路
の
開
通
予
定
と
こ
の
地

域
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
み
や
こ
町
内
で
は

1
件
の
自
動
車
関
連
企
業
と
2
件
の
企
業
が
進
出
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
責
任
者
に
取
材
し
ま
し
た
。
こ
の
地
を
選
ん
だ
理
由
を―

商圏を人口一万に設定し、
現在出店しています。みや
こ町の発展を期待し、出店
しました。

↑ 10 月 13 日にサン・グレートみやこ
で「東九州自動車道北東部建設促進
大会」が開催されました。

クルマ社会
光と影

特
集

平成15年に「北部九州自動
車100万台生産拠点」の実
現に向けて推進協議会を立
ち上げ、推進協議会国内の一
大生産拠点を目指す。

平成18年に「100万台」から「
150万台」へと改組され、アジ
アの最先端拠点を目指す。

平成 19 年 3 月　国作に進出平成 19 年 11 月　田中に進出

→10 月 24 日～26 日に「新たな発想と発見で未来の九州
を構築」のテーマで開催された「モノづくりフェア 2007」

（マリンメッセ）。12 月7 日～10 日には福岡自動車博覧会
（福岡モーターショー2007）が開催され、「北部九州自動

車 150 万台生産拠点推進構想展（仮称）」も予定されて
います。

ク
ル
マ
社
会
「
光
」

第
二
章新

地
開
拓

　

こ
の
地
を
選
ん
だ
理わ

け由
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第
三
章
（
前
編
）

交
通
危
機

　

公
共
交
通
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に

謳
歌
し
た
バ
ス
の
時
代
。
そ
し
て
…

　

日
本
最
初
の
乗
合
バ
ス
は
明
治
26

年
、
広
島
県
に
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

福
岡
で
は
九
州
自
動
車
株
式
会
社（
昭

和
17
年
に
西
日
本
鉄
道
と
合
併
）
が

大
正
8
年
、
バ
ス
専
業
会
社
と
し
て

福
岡
・
飯
塚
間
で
営
業
を
開
始
。
こ

の
当
時
全
国
で
創
業
が
相
次
ぎ
、
バ

ス
氾
濫
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

昭
和
17
年
に
は
地
方
バ
ス
会
社
の

統
廃
合
に
よ
っ
て
、
バ
ス
路
線
は
西

日
本
鉄
道
の
独
占
営
業
と
な
り
ま
し

た
。
統
廃
合
後
も
西
日
本
鉄
道
は
行

橋
～
勝
山
～
香
春
～
後
藤
寺
～
飯
塚

の
路
線
を
運
行
し
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
、
西
日
本
鉄
道
が
保
有

し
て
い
た
不
採
算
路
線
は
西
鉄
バ
ス

京
築
を
分
社
化
し
た
京
築
交
通
へ
移

管
。
依
然
と
し
て
経
営
状
況
は
好
転

せ
ず
、
国
の
補
助
金
を
受
け
な
が
ら

運
行
を
続
け
て
き
ま
し
た　

し
か
し
、
平
成
12
年
9
月
に
は
補

助
金
が
打
ち
切
ら
れ
、
京
築
交
通
の

経
営
状
況
で
は
単
独
運
行
は
困
難
と

な
り
、
京
築
交
通
や
旧
犀
川
町
と
協

議
を
重
ね
、
平
成
12
年
9
月
末
、
京

築
交
通
が
旧
犀
川
町
の
上
伊
良
原
・

大
村
間
の
運
行
を
廃
止
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
地
元
の
犀
川
タ
ク
シ

ー
が
同
路
線
を
引
き
継
ぎ
、
ミ
ニ
バ

ス
（
9
人
乗
り
）
を
運
行
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

福
岡
県
へ
西
鉄
バ
ス
筑
豊
（
株
）
か
ら
乗
合
バ
ス
路
線
の
一
部
区
間
の

廃
止
に
つ
い
て
、
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
（
田
川
～
行
橋
路
線
、
宮
田

路
線
）。

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
こ
と
は
今
回
が
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

み
や
こ
町
で
の
バ
ス
社
会
の
興
隆
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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衝
撃
「
一
部
区
間
の
廃
止
」
の
申
し
出

　

平
成
19
年
9
月
25
日
付
け
で
福
岡

県
バ
ス
対
策
協
議
会
会
長
へ
西
鉄
バ

ス
筑
豊
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

か
ら
「
乗
合
バ
ス
路
線
の
一
部
区
間

（
田
川
～
行
橋
路
線
、
宮
田
路
線
）
の

廃
止
に
つ
い
て
」
の
文
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
要
約
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
西
鉄
バ
ス
筑
豊
株
式
会
社
は
、
西

日
本
鉄
道
（
株
）
が
運
営
困
難
と
な

っ
た
山
間
部
路
線
や
地
方
路
線
を
引

き
続
き
運
行
し
て
き
た
。
路
線
維
持

に
は
、
地
方
路
線
に
見
合
っ
た
組
織

づ
く
り
や
運
行
路
線
の
工
夫
な
ど
地

域
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
最
大
限

の
努
力
を
し
て
き
た
。

○
交
通
手
段
が
多
様
化
し
、
自
家
用

車
の
普
及
拡
大
そ
し
て
少
子
化
の
影

響
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。

○
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、
経
営
状

況
に
も
改
善
が
見
ら
れ
ず
、
年
々
か

さ
む
累
積
赤
字
に
対
し
て
内
部
補
て

ん
に
よ
る
路
線
維
持
に
も
限
界
が
き

た
。

　

行
政
と
し
て
は
こ
の
申
し
出
に
対

し
、
地
域
公
共
交
通
会
議
（
注
）
を

立
ち
上
げ
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
路
線
維
持
の

た
め
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

クルマ社会
光と影

特
集

平均乗車密度とは（運送収入÷平均賃率÷実
車走行キロ）で算出された数値です。
平成 18 年度では、輸送人員、平均乗車密度、
収支及び収支率は改善していますが、これは
田川（快速）小倉線合理化によるためです。
赤字は毎年 600 万円以上を計上し、自社内で
の補てんは困難になっています。

↑西鉄バス筑豊（株）の輸送人員、平均乗車密度の推移
（田川～行橋路線）

↑西鉄バス筑豊（株）収支・収支率の推移
（田川～行橋路線）

↑平成 12 年まで運行していた京築交通

地域公共交通会議：昨年 10 月 1 日に改正された道路運送法の規定
に基づき設置される会議です。地域の需要に応じた住民の生活に
必要なバスなどの旅客運送の確保その他旅客の利便の増進を図り、
地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議
するための会議です。

%円

人

ク
ル
マ
社
会
「
影
」
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↑運行区間は犀川駅から帆柱までの約 20 キロの区間を
走ります。本数は京築交通時代と同じ一日 4 往復（日曜
日と休日は運休）。途中、11 か所の停留所がありますが、
それ以外でも手を挙げれば停車しますし、運転手に声を
かけることで下車することができます。
←棒グラフはミニバスの運賃収入額で、折れ線グラフは
利用者数。年 、々利用者は減少し、ミニバスの運賃収
入もそれに併せ減少しています。

「
よ
り
利
用
さ
れ
る
バ
ス
へ
」

　
「
こ
の
ミ
ニ
バ
ス
は　

伊
良
原
谷
の
生

命
線
で
す
。
こ
れ
を
存
続
す
る
よ
う
、
町

と
手
を
携
え
て
協
力
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
語
る
の
は
井
上
憲
一
さ
ん
。
利
用

者
増
加
や
安
定
し
た
運
賃
収
入
の
増
加
の

た
め
、
定
期
券
の
発
行
や
土
曜
・
日
曜
日

の
運
行
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

配
送
業
者
と
連
携
し
て
荷
物
の
配
送
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
夏
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
多
く
の
お
客
さ

ん
が
訪
れ
ま
す
。
今
後
は
シ
ー
ズ
ン
に
併

せ
た
運
行
形
態
を
考
え
、
み
な
さ
ん
に
利

用
し
て
も
ら
い
や
す
い
バ
ス
に
し
た
い
で

す
」
と
語
り
ま
す
。

京
築
交
通
の
撤
退
か
ら
得
た
教
訓

　

平
成
12
年
に
町
と
犀
川
タ
ク
シ
ー

間
で
契
約
を
交
わ
し
、
ミ
ニ
バ
ス
の

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
ミ
ニ
バ
ス
の
経
営
状
況
は
、
京

築
交
通
同
様
思
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

犀
川
地
域
同
様
、
京
築
交
通
が
撤

退
し
た
豊
津
地
域
で
も
太
陽
交
通
が

走
り
、
住
民
の
生
活
の
足
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
9
月
、
京
築
交
通
撤
退
。

そ
れ
か
ら
得
た
教
訓
は
「
公
共
交
通

も
乗
ら
な
け
れ
ば
な
く
な
る
」
と
い

う
こ
と
。「
今
は
必
要
な
い
け
ど
老
後

は
バ
ス
が
あ
っ
た
ら
・
・
・
」
で
は

犀
川
タ
ク
シ
ー
や
太
陽
交
通
の
経
営

状
態
は
改
善
で
き
ず
、
第
二
の
京
築

交
通
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
カ
ー
に
依
存
し
て
き
た
わ
た

し
た
ち
の
生
活
。
老
後
は
交
通
手
段

の
確
保
か
ら
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

↑太陽交通の豊津線で 15 時豊津役場前発（行橋駅行き）に乗車していた遠山茂さん（左）
と二木牧子さん（右）。旧制豊津中学校の最後の卒業生である遠山さんは門司に帰宅
のために乗車。また、二木さんは行橋市に出かけるため乗車しました。
←毎日、下伊良原からミニバスに乗車し、入院している夫・冨藏さんの看病に行って
いる加来キヌエさん。冨藏さんは言葉も発することができず、「とても心配です。バス
がなくなると、病院まで行く交通手段がなくなりとても困ります」と話します。

「
地
域
と
と
も
に
発
展
し
た
い
」

　

行
橋
市
を
は
じ
め
、
京
都
郡
内
で
も
京

築
交
通
の
撤
退
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
自
治
体
の
首
長
か
ら
「
地
域
の
交
通

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望
を

受
け
、
京
築
交
通
の
撤
退
路
線
の
維
持
を

努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
父
で
あ
る
堀

助
男
さ
ん
（
行
橋
市
市
長
［
昭
和
51
年
～

平
成
2
年
の
4
期
］
を
務
め
る
）
の
「
地

元
の
人
た
ち
の
生
活
が
向
上
し
な
い
限

り
、
会
社
は
成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
教

え
を
忠
実
に
守
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

 

「
行
政
と
民
間
の
仕
事
は
違
い
ま
す
。

民
間
で
で
き
る
仕
事
に
つ
い
て
は
、
わ
た

し
た
ち
は
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

太陽交通グループ　太陽交通株式会社代表取締役社長
堀 貫治さん（昭和 24 年 10 月 6 日生まれ）

有限会社犀川タクシー代表取締役
井上  憲一さん（昭和 29 年 1 月 27 日生まれ）

下伊良原農協

役場出張所

長養団地入口

豊津入口

錦町

豊津役場

台ヶ下

光冨

節丸

犬丸

木井馬場

上木井一の井手

横瀬

横瀬龍毛

下伊良原

帆柱

上伊良原

犀川駅

下高屋

下本町

ミニバス運行経路

（犀川タクシー）

国作国分 有久 呰見祓郷

路線バス運行経路
（太陽交通）

太陽交通
行橋市道場寺に本社。大正15年に
操業を始め、昭和17年9月、戦時合
同として(有)行橋合同タクシーを
設立。昭和26年1月に社名を(有)堀
構内タクシーに変更。その後、昭和
61年11月に現在の太陽交通(株)に
社名を変更し、今もなお地域の交
通手段の一つとして運輸業務を続
けています。

犀川タクシーまでの歴史
昭和6年犀川駅前に駅構内タクシー
が開業。経営当初は一台から始めた
が、昭和10年から2台に増えました。
しかし、戦争が始まり、燃料不足の
ため、昭和16年に廃業。戦後、社会
の復興とともにタクシー復活の気
運が高まり、現在では井上憲一さん
が犀川駅構内タクシー会社を、町民
の足として営業しています。

ク
ル
マ
社
会
「
影
」

新町入口

上久保

下久保

町内のバス停留所

11,038 11,192

10,032 9,958

8,473

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年平成18年
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人 円
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若
者
は
職
場
を
求
め
、
故
郷
を
後
に
し
ま
し
た
。

職
に
つ
い
て
も
、
便
利
な
都
市
部
の
生
活
に
慣
れ
て
、
故
郷
に
戻
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

親
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
「
自
分
の
暮
ら
し
は

自
分
で
守
る
」
と
、ク
ル
マ
を
使
い
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
そ
の
頑
張
り
も
限
界
に
達
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

2,930,000

2,978,000

3,020,000

2,800,000

2,900,000

3,000,000

3,100,000

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

0

100,000

200,000

300,000

400,000

303,000

280,000

321,000

3,056,000

340,000

359,000

3,085,000 3,113,000

384,000単位：人

第
三
章
（
後
編
）

限
界
集
落

　

依
存
し
す
ぎ
た
ク
ル
マ
社
会

「
お
父
さ
ん
が
逝
っ
た
ら
、
こ
こ
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
」

い
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
集

落
か
ら
一
人
、
ま
た
一
人
と
転

出
し
て
い
く
後
ろ
姿
を
荒
巻
さ

ん
夫
婦
は
見
送
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
が
運
転
で
き
る
間
は
…

　

三
千
人
さ
ん
は
6
月
13
日
に

手
術
を
受
け
ま
し
た
。
病
名
は

肝
臓
ガ
ン
。
診
療
所
で
の
検
診

で
ポ
リ
ー
プ
を
発
見
。
行
橋
市

の
病
院
で
ポ
リ
ー
プ
を
摘
出
し
、

エ
コ
ー
で
肝
臓
ガ
ン
を
発
見
し

ま
し
た
。

　

悦
子
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

り
、「
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
と

て
も
助
か
ら
な
い
」
と
覚
悟
を

決
め
ま
し
た
。

　

担
当
医
は
落
ち
着
き
な
が
ら
、

「
今
、
手
術
を
す
れ
ば
治
る
か
ら
」

と
二
人
を
励
ま
し
、
福
岡
市
の

→棒グラフは県内運転免許保有者数の推移。折れ線グラフは

65歳以上の割合。グラフから見て取れるように、高齢者の免許

保有保有率は年々増加し、マイカーへの依存度が高くなってい

ることがわかります（福岡県警「交通年鑑」）。

限界集落：65歳以上の高齢者が住民の50％を超えた集落のこ

と。自治会の活動や祭礼の維持など、共同体としての機能が急

激に衰え、やがて消滅に向かうとされています。過疎・高齢化の

進展に伴い、中山間地や離島を中心に全国で急増しており、住

民の半数以上が高齢者の「限界自治体」も生まれています。

クルマ社会
光と影

特
集

集
落
か
ら
一
つ
、
ま
た
一
つ
、

暮
ら
し
が
消
え
て
い
き
ま
す
。

緑
の
斜
面
を
え
ぐ
る
重
機
の
轟ご
う

音
が
、
山
あ
い
に
こ
だ
ま
す
る

伊
良
原
。
ダ
ム
に
沈
む
周
辺
の

集
落
で
は
住
民
の
立
ち
退
き
が

進
ん
で
い
ま
す
。

原
野
に
戻
る
田
畑
、
廃
屋
、

そ
し
て
残
っ
た
人
々
も
、
が
ら

ん
と
し
た
集
落
と
と
も
に
老
い

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

全
国
各
地
で
は
路
線
バ
ス
の

撤
退
が
相
次
ぎ
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
が
運
転
を
一
層
や
め
に
く

い
方
向
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
事
故
は
起
こ
せ
な
い
。
で
も

マ
イ
カ
ー
な
し
で
は
暮
ら
せ
な

い
」
こ
ん
な
悩
み
を
持
つ
高
齢

者
が
増
え
始
め
た
集
落
。
そ
の

集
落
の
大
半
は
高
齢
者
が
多
く

を
占
め
、
限
界
集
落
と
呼
ば
れ

る
地
域
で
す

　

ま
た
、
こ
の
苦
労
を
強
い
ら

れ
て
い
る
の
が
日
本
の
高
度
経

済
成
長
期
を
支
え
て
き
た
人
た

ち
の
姿
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
高
齢
者
た
ち
の

生
活
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
。

地
域
の
悩
み
は
深
い
。

荒巻三千人さん（右、昭和 4 年 1 月 8 日生まれ）、荒巻悦子さん（左、昭和 9 年 5 月 17 日生まれ）

病
院
を
紹
介
し
ま
し
た
。

わ
た
し
が
い
な
い
と
妻
は
一
人

　

手
術
は
無
事
に
成
功
。
し
か

し
、
他
の
患
者
の
入
院
待
ち
が

あ
る
た
め
、
術
後
2
週
間
で
退

院
。「
ま
だ
傷
口
が
塞
が
っ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
今
で
も
傷
口

が
痛
み
ま
す
」
と
三
千
人
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　

三
千
人
さ
ん
の
入
院
中
は
、

悦
子
さ
ん
一
人
で
留
守
を
預
か

っ
て
い
ま
し
た
。「
運
転
は
お
父

さ
ん
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
お
父

さ
ん
が
逝
っ
た
ら
、
こ
こ
で
は

暮
ら
し
て
い
け
な
い
」
と
表
情

を
曇
ら
せ
ま
す
。

　

畑
仕
事
に
精
を
出
し
、「
元
気
だ

か
ら
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
」
と
荒

巻
さ
ん
夫
妻
は
話
し
ま
す
。
三
千

人
さ
ん
が
運
転
が
で
き
る
の
で
、
生

活
の
不
便
さ
は
感
じ
な
い
も
の
の
、

「
生
活
の
足
は
お
父
さ
ん
の
運
転
が

頼
り
。
も
し
、
一
刻
を
争
う
事
態
が

起
き
れ
ば
…
」
と
い
う
不
安
を
悦
子

さ
ん
は
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　渓流と緑に囲まれた自然豊か
な土地です。国道 496 号線沿
いに中津市（または英彦山）に
向かって進むと、入母屋造りの
永沼家住宅が見えます。永沼
家は代々当地の庄屋を務めた旧
家で、同家に残される普請帳か
ら、この家屋が天保 10 年（1839）
年に建てられたことがわかって
います。
　平成 19 年 10 月 1日現在の人
口は 81 人で、65 歳以上の人口
がそのうち 74％を占めます。

14

117
町内における限界集落数

（病院など施設を含む）
平成 19 年 10 月 1 日現在

限界集落数

ク
ル
マ
社
会
「
影
」

帆 柱

　

ミ
ニ
バ
ス
の
終
点
の
帆
柱
。

こ
こ
に
も
、
公
共
交
通
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

ダ
ム
工
事
が
進
む
伊
良
原
を
更

に
10
分
、
祓
川
の
上
流
へ
と
ク

ル
マ
で
進
む
と
帆
柱
地
区
に
着

き
ま
す
。

　

国
道
４
９
６
号
か
ら
道
に
そ

れ
て
、
県
道
津
野
帆
柱
線
を
道

な
り
に
奥
へ
進
む
と
き
れ
い
に

手
の
行
き
届
い
た
田
が
広
が
り

ま
す
。
こ
こ
は
、
帆
柱
の
市
場
。

今
で
は
一
軒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

取
材
に
伺
う
先
は
、
荒
巻

三
千
人
さ
ん
宅
。
訪
ね
る
と
奥

さ
ん
と
ほ
お
ず
き
畑
で
作
業
を

し
て
い
る
最
中
で
し
た
。

　
「
戦
前
は
16
軒
く
ら
い
、
あ
っ

た
ん
だ
け
ど
な
ぁ
」
と
三
千
人

さ
ん
は
ほ
お
ず
き
畑
に
腰
を
お

ろ
し
て
話
し
始
め
ま
し
た
。

「
戦
前
は
人
も
お
っ
た
か
ら
、
そ

れ
な
り
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
よ
」

と
三
千
人
さ
ん
。
で
も
、
専
業

農
家
か
ら
兼
業
農
家
、
そ
し
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
日
本
で
増
え

て
い
っ
た
昭
和
50
年
ぐ
ら
い
か

ら
人
が
下
の
方
へ
と
転
居
し
て
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Profile　白石春夫　Haruo Shiraishi
昭和 15 年３月 10 日生まれ。「人事を
尽して天命を待つ」という信念のもと、
行財政運営を行う。福岡県立豊津高等
学校（現・育徳館高等学校）卒業。

みやこ町

　総人口　23,155人（高齢化率　27.6%）

　世帯数　9,611世帯　平成 19 年 3 月末現在

豊前市

　総人口　28,321人（高齢化率　27.9%）

　世帯数　11,360 世帯　平成 19 年 3 月末現在

豊
前
市
長　

釜
井
健
介

Profile　釜井健介　Kensuke Kamai
昭和 18 年 11 月 8 日生。豊前市議会議員
を経て、平成 9 年 4 月に豊前市長に初当
選。青山学院大学経済学部卒業。経営感
覚を常に持ち続け、ユニークな行政手腕
を発揮。

バ
ス
は
動
く
公
民
館

西
鉄
二
豊
交
通
が
撤
退
し
、

平
成
14
年
4
月
か
ら
豊
前
市
が

運
営
し
て
い
る
市
バ
ス
。
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
と
ワ
ゴ
ン
車
の
計
9

台
で
日
に
約
35
本
の
運
行
を
行

っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
事
業
を
開
始
し
た
当
初
、

民
間
会
社
か
ら
「
1
年
で
頓と
ん
ざ挫

す
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
間
約
１
千
５
０
０
万
円
ま

で
の
赤
字
を
見
込
み
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
住
民
の
声
は
す
な

わ
ち
、
命
の
声
」
と
考
え
る
市

長
に
迷
い
は
な
く
、
運
行
を
続

け
今
年
で
6
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
「
移
動
手
段
の
確
保
は
高
齢
者

に
と
っ
て
の
生
命
線
。
知
恵
を

出
し
あ
え
ば
、
手
作
り
の
事
業

が
で
き
る
の
で
す
。
市
バ
ス
は

物
を
運
ぶ
の
で
は
な
く
、
命
を

運
ん
で
い
ま
す
。
常
に
緊
張
を

持
っ
て
、
仕
事
に
当
た
っ
て
い

ま
す
」
と
釜
井
市
長
は
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

み
や
こ
町
長　

白
石
春
夫

困
っ
た
人
に
は
手
を

 

「
京
築
交
通
の
撤
退
後
は
現
在
、

太
陽
交
通
さ
ん
と
犀
川
タ
ク
シ

ー
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
生
活
の
足
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
が
増
え
て
い

く
中
、
こ
の
路
線
は
断
固
と
し

て
守
っ
て
い
く
考
え
で
す
」
と

語
る
の
は
白
石
春
夫
町
長
。

　

昔
は
集
落
内
で
人
々
が
和
気

あ
い
あ
い
と
、
話
し
合
え
る
よ

う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

困
っ
た
人
が
い
れ
ば
、
み
ん
な

が
手
を
差
し
伸
べ
ま
し
た
。

「
昔
は
自
分
た
ち
の
集
落
を
ど
う

守
っ
て
い
く
か
と
い
う
連
帯
意

識
が
集
落
に
あ
り
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
自
分
の
町
を
ど
う
守

る
か
と
い
う
こ
と
に
腐
心
し
た

い
」
と
も
語
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
代
間
の
交
流
が

薄
れ
、
ま
た
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
た
現
代
。

　
「
住
民
の
み
な
さ
ん
が
本
当
に

使
え
る
公
共
交
通
と
し
て
、
み

な
さ
ん
の
考
え
を
集
約
し
な
が

ら
守
っ
て
い
き
ま
す
」。

市
営
で
運
行
を
す
る
豊
前
市
、
そ
し
て
犀
川
タ
ク
シ
ー
や
太
陽
交
通
の
協

力
を
得
る
み
や
こ
町
。

「
自
前
」
と
「
民
間
」
の
相
反
し
た
位
置
に
い
る
両
自
治
体
。
し
か
し
、
住
民

の
生
活
の
足
を
守
る
点
で
は
考
え
は
共
通
。
両
首
長
に
今
後
の
バ
ス
運
営
方

針
を
聞
き
ま
し
た
。

コンパクトシティー：欧米で始まった都市づくりの概念。都市の機能
を中心部に集中させ、行政サービスの効率を高めて環境への負荷
を軽くする狙いがあります。
中央部の写真：新仲哀トンネルの貫通石の原石です。

クルマ社会
光と影

特
集

第
四
章説

明
責
任

　

地
域
の
公
共
交
通
を
守
る
覚
悟

取
材
を
終
え
て

　

東
九
州
自
動
車
道
の
開
通
や
、

ま
だ
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
国
道
２
０
１
号
の
4
車
線
化

な
ど
交
通
網
の
整
備
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
み
や
こ
町
に
も
多
く
の
流
通

企
業
や
工
場
の
進
出
が
期
待
さ

れ
、
夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
ク
ル
マ

社
会
へ
過
度
の
依
存
の
た
め
、

路
線
バ
ス
の
撤
退
や
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

増
加
、
ま
た
陸
の

孤
島
と
な
り
え

る
「
限
界
集
落
」

の
発
生
と
必
ず

し
も
光
の
部
分
だ

け
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

都
市
と
地
方
と
の
間
に
歴
然

と
し
た
格
差
が
あ
る
中
、
地
方

は
懸
命
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

ま
ち
づ
く
り
そ
し
て
地
域
お
こ

し
を
住
民
一
丸
と
な
っ
て
進
め

て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
（
注
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
住
み
慣
れ
た
土
地
を

離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

イ
ギ
リ
ス
が
社
会
保
障
制
度
の

充
実
を
目
指
し
て
掲
げ
た
「
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
最
後

の
と
き
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

施
策
こ
そ
が
真
に
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
へ
の
一
歩
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

今
回
大
幅
に

ペ
ー
ジ
を

割
い
た

「
ク
ル
マ

社
会
光

と
影
」。

ク
ル
マ
社

会
が
も
た

ら
す
魅
力
的

な
部
分
、
そ
し
て

依
存
し
過
ぎ
た
ゆ
え

に
訪
れ
る
影
の
部
分
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が

感
性
豊
か
に
育
ち
、
充
実
感
を
持
っ

て
働
き
、
安
心
し
て
老
後
を
過
ご
す

た
め
に
は
、
影
の
部
分
と
真
剣
に
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　

香
月

特
集
「
ク
ル
マ
社
会 

光
と
影
」
完
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話
題

の
師
走

極上の音楽をどうぞ　　　  ―第 2 回みやこ町愛郷音楽祭―

　10月20 日に豊津公民館で開催された第２回みやこ町愛郷音楽祭。
この音楽祭は、みやこ町出身の音楽家である里見義

ただし

（1824 ～1886。
音楽取調掛 [ 現・東京藝術大学 ] で勤務）、高橋信夫（1907～1945。
東京音楽学院にて編曲や作訳詩を担当）両氏の功績をたたえ、広く知
ってもらおうと旧豊津町のときに企画され、現在みやこ町でも引き継が
れているものです。
　犀川少年少女合唱団、豊津童謡を愛する会、豊津中学校吹奏楽部
及び育徳館高校・中学校音楽部のみなさんが、元気な歌声と澄んだ音
色で聴衆を魅了。また、東京藝術大学のみなさんによる素晴らしい演
奏で、会場は大きな拍手と感動に包まれました。

どれがおいしい？　　
―柳瀬ごぼう試食会―

　生産が激減していた柳瀬ごぼう
を見事復活させた柳瀬営農組合の
みなさんが、１０月25日に直売所
などで販売するごぼうの惣菜の試
食会を行いました。　
　女性組合員たちが作った料理
は、きんぴら、肉巻き、みそ煮な
ど８種類。中でも一番人気だった
のは、新鮮なごぼうをたっぷり使っ
たおにぎりでした。
　試食後は福澤料理学園代表 福
澤逸美さんの講評をいただき、組
合員たちはおいしい惣菜ができる
ための『極意』に耳を傾けていま
した。

黄色い旗を探して来て見て　　―おらが町に来て見てギャラリー―

　自宅をギャラリーとして開放し、趣味の展示や自慢の料理でお客さ
んをおもてなしする「第５回おらが町に来て見てギャラリー」が、１０月
２７・２８日に犀川地域
で開催されました。
　人口が減少する中、
町内外からの交流人口
の増加につながるイベ
ントでもあります。
　お客さんは里山の風
景を楽しみながら、黄
色い旗を目印に会場と
なる家を探します。９
つの会場全てを回って
スタンプを集めると、抽選で犀川米のプレゼントも用意され、会場は
陶芸や写真など趣味の話題に花を咲かせる人や、おいしい料理を楽し
む人たちの笑顔で溢れていました。
　本イベントはみやこ町ゆめづくり事業費助成事業に認定されていま
す。

ＥＭボカシの初樽出し

―法人化後の目玉事業―
　みやこ町シルバー人材センターは、10 月30
日に肥料や土作りに使うＥＭボカシの樽出しを
行いました。このＥＭボカシはＥＭ菌を使った
もので、田や畑の土壌改良や肥料としても使
われています。
　シルバー人材センターの理事・浦橋忠義さん
は「法人化したシルバー人材センターの核とな
る事業としたいです。この事業によって、高齢
者の生き甲斐対策そして安全・安心の食の提
供になれば」と語ります。
　このＥＭボカシの無料サンプルは産業祭で
配布されました。

もちろん、優勝を狙っています

―全国大会出場で町長を表敬訪問―
　小倉南フットボールクラブジュニアユース
に所属する木下良太さん（犀川中学校 3 年
生・犀川ＳＳＳ出身）、林亮佑さん（豊津中
学校 3 年生・とよつＳＳＳ出身）そして別
府直晃さん（勝山中学校・稗田ＭＦＣ出身）
がサッカー選手権の全国大会（高円宮杯
第19回全日本ユース（出場者は15歳以下））
に出場するため、白石春夫みやこ町長を表
敬訪問しました。
　全国大会へ出場する 3人は全国大会で
の活躍そして全国制覇を白石町長に誓い、
固い握手を交わしました。なお、全国大
会は12 月9 日から29 日に国立競技場な
どを会場として開催されます。

みんなで遊ぼう！　―子どもまつり開催―

11月1日、子育て支援センター主催の子ど
もまつりが勝山体育館で行われました。
犀川保育所、祓郷保育園、黒田保育所の園児
たちがそれぞれかわいい衣装で太鼓やダンス
を披露したほか、キャラクターショーなどで盛
り上がりました。
　また、この日は保育所入園前のお子さんとそ
のご家族も多数参加。園児たちの演技に合わ
せて手をたたいたり、その後は会場に用意さ
れたおもちゃで遊んだりと、来春の入園が待ち
遠しくなる楽しいひと時を過ごしていました。

みやこの芸能をみなさんへお披露目　　　　　　　　 ―みやこ町文化月間―

　11月10 日、みやこ町豊津公民館で文化月間記念芸能祭が行われました。この催しは
10 ･11月が「文化月間」として町内外における文化芸術活動やその支援活動が積極的に展開
されることを記念して行われたもので、みやこ町文化協会連合会・豊津文化協会のみなさん
を主体とした芸能活動の舞台発表が行われました。
　舞台では舞踊・ダンス・カラオケ・吟詠などの発表があり、みなさんの日ごろの練習成果が
お披露目されました。なお、会場へは応援に訪れたみなさんのほか、招待で参加された福祉
施設のみなさんも来場され、時折手拍子が飛び交う中、芸能祭は終始和やかなムードの中に
終了しました。

子ども会京築ブロック
ソフトバレーボール大会

―スポーツの結果―
　「子ども会京築ブロックソフ
トバレーボール大会」（子ども
会育成連合会主催）が 11 月
11日、豊津 B ＆ G 海洋センタ
ー体育館で行われました。高
学年の部 10 チーム、低学年

の部11チームが元気いっぱいのプレーを展開、ナイスアタック＆
レシーブに盛んな拍手が送られていました。熱戦の末、高学年の
部「節丸ドリーム」、低学年の部「豊津西」がそれぞれ優勝しました。

秋季子どもソフトボール大会
―スポーツの結果―

　勝山・犀川地区合同の「秋季子どもソフトボー
ル大会」（子ども育成会主催）は11月11日３チーム
が参加して久保小学校で行われました。優勝戦は
１対１の同点のまま延長戦に突入。黒田フレンド
が１点を挙げると、その裏に犀川Jｒクラブが、２点
を挙げて逆転サヨナラ勝ち。劇的な決着でシーズ
ンを締めくくりました。
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①
運
動
→

内
臓
脂
肪
を
燃
え
や
す
く
す
る

②
食
べ
過
ぎ
な
い
→

　
「
栄
養
を
つ
け
よ
う
」
な
ど
と

い
っ
た
考
え
を
捨
て
る
、「
白
身

魚
や
豆
腐
だ
っ
た
ら
い
く
ら
食
べ

て
も
よ
い
」
と
い
っ
た
考
え
を
捨

て
る
（
蛋
白
質
も
体
内
で
油
に
な

る
！
）、
砂
糖
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

果
物
は
体
内
で
中
性
脂
肪
に
変
わ

り
や
す
い
の
で
食
べ
過
ぎ
に
は
要

注
意

③
禁
煙
→

　

た
ば
こ
は
動
脈
硬
化
を
数
倍
早

く
進
め
る
毒
薬

本
能
と
の
戦
い
は
続
く･･･

　

人
間
は
、
哺
乳
動
物
の
本
能
と

し
て
、食
べ
ら
れ
る
と
き
に
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄

使
い
し
な
い
よ
う
に
あ
ま
り
動
か

ず
に
ゴ
ロ
ン
と
し
て
い
た
い
と
い

う
の
は
ご
く
自
然
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
本
能
の
ま
ま
に
行
動
し

体操、教室及び保健事業については以下までお問い合わせください

健診・教室などのご案内 健康づくり係（勝山）☎ 32・272512月

コツ骨貯筋対象 ＢＣＧ予防接種 （要予約）

持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 日　程 11日㈫
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） 時　間 受け付けは13時30分～14時

場　所 日　程 場　所 すどりの里
勝　山 ゆいの郷 ４・11・18・25日㈫ 対象児 生後３～６か月未満児

犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 6・20日㈭ 持参品 母子健康手帳
犀　川 城井出張所 13日㈭

伊良原出張所 27日㈭ 乳児健診
豊　津 すどりの里 7・14・21日㈮

時　間 受け付けは13時30分～14時
若返りパワーアップ教室 対象児 生後4・7・12か月児

（対象者には個別通知します）
持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 場　所 日　程
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） すどりの里 18日㈫

場　所 日　程 ゆいの郷 20日㈭
勝　山 ゆいの郷 5・12・19・26日㈬ 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 21日㈮

犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 18・25日㈫
犀　川 城井出張所 11日㈫

中央公民館 4日㈫

時　間 13時30分～14時30分（受け付けは13時～）
場　所 日　程

豊　津 すどりの里 6・13・20・27日㈭

減る脂ー（ヘルシー）教室 （要予約）
ひまわり教室 （要予約）

（メタボリックシンドローム予防教室）
　テレビなどでよく耳にするようになった『メタボリックシン
ドローム（内臓脂肪症候群）』。すべては肥満、特に内臓脂
肪から始まり、症状のないまま動脈硬化を進行させます。
そして、最後には脳卒中や心筋梗塞といった病気の大き
な原因となります。この機会に自分の生活を見直してみま
せんか？

日　程 4㈫・12・19・26日㈬
時　間 予約制（1人1時間程度の個別相談）
場　所 すどりの里
内　容 乳幼児の言葉や発達面での相談など
対象者 町内の乳幼児とその保護者

日時・場所 内容 そらまめ教室 （要予約）
7日㈮10時～13時 栄養教室

（健康づくり課栄養士）ゆいの郷 対象者 妊娠中、子育て中や子育てに関心のある人
場　所 すどりの里

12日㈬13時30分～15時30分 脂肪を有効に燃焼させるｴｸｻｻｲｽﾞ

(㈱CPC吉村ヤス子さん）
時　間 10時～12時（受け付けは9時30分～）

ゆいの郷 日　程 内　容

4日㈫ 助産師による、子育てがスムーズにいくおっ
19日㈬14時～15時30分 意外と知らない腎臓病 ぱいに関する知られざる「技」を伝授します

犀川保健談ｾﾝﾀｰ （あないクリニック院長） 調理実習を行いながら、親から子へ伝えた
持参品：7日の調理実習はエプロンと米0.5合をお持ち 14日㈮ い「食」に関する情報が盛りだくさんの教室
ください。 です

参加費 無料
持参品 調理実習のときはエプロン
＊託児の必要な人は、申し込み時にお知らせください
＊予約が必要な上記事業の希望者は、健康づくり課
までご連絡ください

油
断
大
敵　

肥
満
大
敵

　
　

保

健師がお答えします

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

原
因
は
お
か
ず
に
あ
っ
た
？　

　

日
本
人
の
1
日
の
摂
取
カ
ロ

リ
ー
を
み
て
み
る
と
、
昔
に
比
べ
、

総
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
の
に
、
そ
の
中
身
（
蛋

白
質
・
脂
肪･
炭
水
化
物
）
の
割
合

が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
25
年
で
は
炭
水
化
物
が
摂

取
カ
ロ
リ
ー
の
約
8
割
を
占
め
、

脂
肪
は
1
割
以
下
で
し
た
。

　

し
か
し
、
炭
水
化
物
は
年
々
減

少
、
逆
に
脂
肪
は
年
々
増
加
し
、

平
成
9
年
に
は
昔
に
比
べ
、
脂
肪

が
約
3
倍
で
す
。
脂
肪
の
摂
取
増

加
と
と
も
に
増
え
て
き
た
の
が
糖

尿
病
を
始
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
犯
人

は
ご
は
ん
（
米
）
で
は
な
く
、
脂

肪
分
の
多
い
お
か
ず
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
最
新
情
報　

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

で
あ
る
こ
と
の
必
須
条
件
が
肥
満

で
す
が
、
診
断
に
は
ウ
エ
ス
ト
周

囲
径
（
お
へ
そ
周
り
）
を
測
定
し

ま
す
。
日
本
で
は
、
男
性
が
85
㎝

以
上
、
女
性
で
は
90
㎝
以
上
が
基

準
で
す
。
し
か
し
日
本
人
女
性
の

90
㎝
は
甘
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
現
在
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
基
準
に
は
当
た
り
ま
せ
ん

が
、
女
性
で
80
㎝
以
上
の
人
は
少

し
気
を
つ
け
た
方
が
よ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

す
べ
て
は
内
臓
脂
肪
を

落
と
す
こ
と
か
ら･･･

　　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

か
ら
の
障
害
や
死
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
、次
の
生
活
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
を
千
人
以
上
診
断
し
て
い
る
と
い
う
杉
本
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
杉
本
英
克
さ
ん
の
講
演
会
（
減
る
脂
ー
教
室
）
が
11

月
1
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
そ
の
要
点
を
お
伝
え
し
ま
す
。

て
い
る
と
、
中
高
年
に
な
っ
て
生
活

習
慣
病
が
忍
び
寄
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
本
能
と
の
戦
い
を
い
か
に
す
る

か
、
そ
し
て
勝
利
す
る
か
、
そ
れ
が

わ
た
し
た
ち
人
間
の
永
遠
の
課
題
で

す
。

さ
あ
、
あ
な
た
は
戦
え
ま
す
か
？

糖
尿
病
が
爆
発
的
に
増
え
る
原
因

～ 

遺
伝
子
と
の
深
い
関
係 

～

　

日
本
の
糖
尿
病
患
者
は
、

８
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
10
万
人
増
、
予
備
軍
で

は
40
万
人
増
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
も
糖
尿
病
が
爆
発
的
に

増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、

ア
ジ
ア
系
人
種
の
糖
尿
病
人
口
が

特
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
人
は
、
欧
米
人
な
ど
に

比
べ
て
、
飢
餓
の
歴
史
が
多
く
、

生
き
残
る
た
め
の
「
貯
め
込
み
型

遺
伝
子
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
飽
食
の
時
代
が
到
来
し
、

こ
の
貯
め
込
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
逆

に
病
気
を
生
む
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
ア
ジ
ア
人
は
、
そ

れ
ほ
ど
太
ら
な
く
て
も
（
ち
ょ
っ

と
の
肥
満
で
）
す
ぐ
に
糖
尿
病
に

0
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昭和 25 年 昭和 35 年 昭和 45 年 昭和 55 年 平成 2年 平成 7年

炭水化物

（米やパンなど）

脂肪

蛋白

↓
日
本
人
の
1
日
摂
取
カ
ロ
リ
ー

（
三
大
栄
養
素
別
）
の
年
次
推
移
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住宅借入金等特別控除申告書の
提出をお忘れなく！

information of the tax

　平成20年度から平成28年度までの個人住民税から、
所得税で控除しきれなかった住宅借入金等特別控除額
を控除できるようになります。
○控除該当者○

○計算方法○
（以下の①と②のどちらか小さい金額）－所得税額（改正後税率）
※（計算結果が 0 を下回る場合は 0 とします。）
①所得税の住宅借入金等特別控除額
②改正前税率での所得税額相当額

○
65
歳
以
上
の
人
が
対
象
に

な
り
ま
す　
（
平
成
19
年

分
所
得
税
・
平
成
20
年
度

県
町
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
昭
和
18
年
1
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）。

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
原
子
爆
弾
被
爆
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
す
で
に
障

害
者
控
除
の
対
象
者
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
老
齢
者

の
障
害
者
控
除
対
象
認
定

申
請
書
提
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
申
請
し
て
い
た
だ
い
て
も
、

認
定
基
準
に
満
た
な
い
場

合
、
控
除
対
象
者
非
該
当

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
認
定
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、

医
師
に
よ
る
「
障
害
者
・

特
別
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
用
意
見
書
」
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

作
成
に
つ
い
て
は
、
医
療

機
関
規
定
の
文
書
作
成
料

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
申
請
者
負
担
）。

老
齢
者
の
所
得
税
法
、
地
方
税
法
上
の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て　
お
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
福
祉
係

　

老
齢
者
に
つ
い
て
、
所
得
税
法
施
行
令
、
地
方
税
法
施
行
令
の
規

定
に
よ
っ
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
の

ほ
か
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
身
体
障
害
者
に
準
じ
る
者
な
ど
と
し

て
、
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
も
、
税
の
申
告
時
に
障
害

者
控
除
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
や
こ
町
で
も
、次
の
と
お
り
認
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

所得税において住宅借
入等特別控除を受けて
いる。

平成 11年から平成 18
年末までに入居した。

例）住宅借入金等特別控除額が改正後税率所得税額よりも多い場合
給与収入400 万円、給与所得 266 万円、控除額合計額 160 万円、
住宅借入金特別控除額 20 万円の場合
　課税総所得金額（106 万円）　　　　 ＝所得金額（266 万円）－控除額合計額（160 万円）
　改正前税率所得税額（10 万 6 千円） ＝課税総所得金額（106 万円）×10％
　改正後税率所得税額（5 万 3 千円）   ＝課税総所得金額（106 万円）×5％

　住宅借入金等特別控除額（20 万円）と改正前税率所得税額（10 万円 6 千円）の小さい方から、改正後税率所得税額（5
万 3 千円）を差し引いた額（5 万 3 千円）が個人住民税住宅借入金等特別税額控除額となります。

例）住宅借入金等特別控除額が改正後税率所得税額よりも少ない場合
給与収入400 万円、給与所得 266 万円、控除額合計160 万円、
住宅借入金等特別控除額 4 万円の場合
　課税総所得金額（106 万円）              ＝所得金額（266 万円）－控除額合計額（160 万円）
　改正前税率所得税額（10 万 6 千円）＝課税総所得金額（106 万円）×10％
　改正後税率所得税額（5 万 3 千円）  ＝課税総所得金額（106 万円）×5％

　住宅借入金等特別控除額（4 万円）と改正前税率所得税（10 万 6 千円）の小さい方から、改正後税率所得税額（5
万 3 千円）を差し引いた額はマイナスとなりますので、個人住民税住宅借入金等特別税額控除は適用されません。

YES

該当になりますので住
民税における住宅借入
金等特別控除申告書
を 3 月17 日までに提
出してください

YES

NO

NO

平成 19 年分以降の年
末調整・確定申告にて
所得税額≧ 0 である。

YES

NO

該
当
に
な
り
ま
せ
ん

○知的障害者の障害の程度の判定
基準 ( 重度以外 )と同程度の障害の
程度であること。

○身体障害者の障害の程度の等級表
（3 級～ 6 級）と同程度の障害の程
度であること。

認定対象者

障害者
知的障害者

（軽度・中度）
に準ず 障害者

身体障害者
（3 級～ 6 級）

に準ず

特別障害者
知的障害者
（重度）
に準ず

特別障害者
身体障害者

（1 級・2 級）
に準ず

特別障害者
寝たきり老人

○知的障害者の障害の程度の判定
基準 ( 重度 )と同程度の障害の程度
であること。または
○精神上の障害による事理の弁識す
る能力を欠く常況にある者と同程度
の障害の程度であること。

○身体障害者の障害の程度の等級表
（1 級･2 級）と同程度の障害の程度
であること。

○常に就床を要し、複雑な介護を要
する状態であること。（6 か月程度以
上臥床し、食事・排便等の日常生活
に支障がある状態）

平成 20 年度個人住民税の
住宅借入金等特別控除について



P��広報みやこ 12 月号広報みやこ 12 月号P��

こんにちは、食進会です

レ シ ピッ！
　11月8 日に、福岡県域食生活改善推進協議会「筑
豊・京築ﾌ ﾛ゙ｯｸ研修会」がサン・グレートみやこで開
催されました。
450人が参集し、その大会を機に新しい仲間づくりが
でき、「わたしたちの健康はわたしたちの手で」の輪が
広がっています。
　「合併に伴った活動」をテーマにした研修会でした

が、どの地区でも苦戦をし
ていることが確認できまし
た。
　わたしたちは在宅介護支
援活動を「地域のふれあい」
を足場にして、さまざまな
場で学習した内容を地区の
ボランティアさんへの普及
活動に取り組んでいます。
　食進会では、男性料理教
室 OB 会員とメタボ予防の

研修会を開催する予定です（写真：研修会であいさつ
をする冨岡カズ子会長）　　　　　

ブロッコリーと厚揚げの含め煮
（材料 4 人分）

ブロッコリー　１株 (400g)
厚揚げ　　　　大　１枚
にんじん　　　160 ｇ
えのきだけ　　１袋
       だし　　　２＋ 1/2 ｶｯﾌﾟ
ａ　酒　　　
　　みりん　　各大ｻｼﾞ２
　　しょうゆ

　（作り方）
①ブロッコリーは小さく分けて、沸騰湯に入
れ、かためにゆでてざるに広げて冷ます（水
で冷まさない）えのきだけは根を切り、２つ
に切る。
②厚揚げは油抜きをして一口大に切る。にん
じんは厚い短冊に切る。
③②の材料をａで 8 分ほど煮る。
④ブロッコリーとえのきを加えてひと煮する。

（一人分栄養価）
ｴﾈﾙｷﾞｰ 脂質 ｶﾙｼｳﾑ 鉄分 塩分

120kcal 9.3g 158mg 2.6mg 1.0g

【学校紹介】みやこ町立祓郷小学校 傑
作
選

み
や
こ
の
文
壇

犀
川
畦
道
俳
句
会

ダ
ム
予
定
コ
ス
モ
ス
年
ご
と
減
っ
て
い
く
福
島　

浩

落
ち
る
陽
を
待
ち
わ
び
虫
声
高
く
な
る

大
森
千
代
子

風
に
揺
れ
墓
地
周
辺
の
秋
桜

安
部　

郁
彦

と
よ
つ
俳
句
会

山
門
の
修
復
遅
々
と
十
三
夜

郡
谷　

明
枝

落
日
や
東
天
高
く
後
の
月

宮
崎　

清
治

老
の
坂
立
ち
止
ま
り
て
は
秋
の
空

ニ
郎
丸
好
子

豊
津
短
歌
会　

詠
題　
「
自
由
」

畑
中
に
落
ち
た
る
紅
き
渋
柿
は

深
ま
る
秋
に
色
添
え
て
お
る

福
川　

梅
香

盆
の
宵
鈴
虫
庭
に
鳴
き
て
お
り

鈴
を
な
ら
し
て
誰
ぞ
帰
り
し
や

横
山　

捷
子

チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
と
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
か

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
樫
の
木
立
ち
に
雀
鳴
き
お
り

秋
吉　

光
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
い
し
家
は
柿
の
木
を

残
し
て
売
木
の
立
札
た
て
り

松
尾　

佳
子

勝
山
シ
ル
バ
ー
句
会

色
付
き
て
は
じ
め
て
気
付
く
山
の
柿　

德
永　

幸
子

黒
門
の
栄
華
は
遠
し
石
蕗
の
花

上
門　

幸
得

停
年
の
あ
り
あ
ま
る
日
々
鯊
を
釣
る

德
永　

髙
男

　校　長 　吉竹　次男
　児童数 　113人
　教職員数 　15人
　所在地 　〒824-0106みやこ町有久250‐1
　TEL&FAX 　33・2036＆33・2053　

「
歴
史
・
文
化
・
自
然

　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
、
発
展
」

　

明
治
8
年
創
立
。
以
来
、
歴
史

と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

校
区
に
は
、
古
く
豊
前
国
の
中

心
で
あ
っ
た
豊
前
国
府
跡
や
川
の

上
遺
跡
公
園
な
ど
歴
史
的
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
種

公
認
の
全
天
候
型
陸
上
競
技
場
と

し
て
建
設
さ
れ
た
総
合
運
動
公
園

も
近
く
に
あ
り
ま
す
。
学
校
の
す

ぐ
横
に
は
祓
川
も
流
れ
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

保
護
者
・
地
域
住
民
の
学
校
教
育

に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
や
児
童
の
安
全
に
対
す
る
取
り

組
み
も
熱
心
で
す
。
ま
た
、育
成
会
、

お
祭
り
な
ど
の
地
域
行
事
も
盛
ん

で
、
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
温
か
く
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

育
て
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
歴
史
・

文
化
・
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

に
子
ど
も
た
ち
は
学
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
東
九
州
自
動
車
道
の
建

設
に
象
徴
さ
れ
る
最
近
の
交
通
網

の
整
備
に
よ
っ
て
、
商
業
施
設
の
進

出
も
見
込
ま
れ
、
地
域
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
校
で
は
、
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
可
能
性
を

十
分
に
伸
ば
し
、
未
来
に
向
か
っ
て

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
、『
豊
か
な
心
と
確

か
な
学
力
を
身
に
つ
け
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
』
を
教
育

目
標
に
掲
げ
、
三
つ
の
子
ど
も
像

の
実
現
に
向
か
っ
て
職
員
一
丸
と

○
自
ら
学
び
よ
く
考
え
る
子
ど
も

○
仲
良
く
助
け
合
う
子
ど
も

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど
も

目指す子ども像

自
ら
学
び
よ
く
考
え
る
子
ど
も

　

一
日
の
ス
タ
ー
ト
を
快
調
に
切

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
朝
の

活
動
の
計
算
や
音
読
の
練
習
で
脳

の
目
覚
ま
し
体
操
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
計
算
力
や
読
む
力

に
加
え
て
、
集
中
力
も
鍛
え
ま
す
。

毎
日
の
授
業
で
は
、
算
数
科
を
中

心
に
子
ど
も
た
ち
が「
わ
か
る
」「
楽

し
い
」
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

る
学
習
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
徐
々
に
学
び
合
う
子
ど
も
の

姿
が
増
え
、
学
力
も
向
上
し
て
い

ま
す
。

仲
よ
く
助
け
合
う
子
ど
も

　

児
童
集
会
で
は
、
1
年
生
か
ら
6

年
生
ま
で
の
縦
割
り
集
団
（
異
年
齢

集
団
）
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
触
れ
合
い
の
あ
る

集
団
体
験
活
動
を
し
ま
す
。　
　
　

　

本
年
度
か
ら
、
道
徳
や
特
別
活

動
に
人
間
関
係
体
験
活
動
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
友
だ
ち
を
思

い
や
る
こ
と
や
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
な
ど
の
練
習
で
笑
顔

が
学
校
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど
も

　

校
長
室
の
横
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ー
ド
を
常
備
し
、
子
ど
も
た
ち
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
目
標
を
決

め
、
達
成
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
教
科
学
習
や
総
合
学
習
に

専
門
的
な
技
術
を
も
っ
た
ゲ
ス
ト･

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
お
招
き
し
、
子
ど

も
た
ち
の
多
様
な
興
味･

関
心
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

11
月
1
日
に
開
催
し
た
「
祓
郷

フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、ゲ
ス
ト･

テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
の
中
尾
昌
廣
さ
ん
に
ご
指

導
い
た
だ
い
た
太
鼓
の
演
奏
を
高

学
年
41
人
が
心
を
一
つ
に
し
て
発

表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト･
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

の
折
本
美
佐
子
さ
ん
、
平
塚
千
代
美

さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
「
祓
郷

フ
ェ
ス
タ
」
で
発
表
し
た
全
校
合
唱

は
、
11
月
8
日
に
行
わ
れ
た
行
橋･

京
都
連
合
音
楽
会
の
ス
テ
ー
ジ
で

全
校
１
１
３
人
の
歌
声
を
響
き
合

わ
せ
ま
し
た
。

今月の一品
お勧めレシピ

　ブロッコリーはビタミンＣがとても多く、カロテンや鉄、
食物繊維にも恵まれた野菜。料理もサラダ、グラタン、
煮込み、炒め物など幅広く利用できます。
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み
や
こ
町
の
電
話
帳

総務課・議会事務局・企画調整課
財政課・人権男女共同参画課

→☎ 32-2511
住宅管理課 →☎ 32-2512
税務課・徴収対策課 →☎ 32-2515
住民課 →☎ 32-2510
介護福祉課 →☎ 32-8032
健康づくり課 →☎ 32-2725
会計課 →☎ 32-2517
建設課 →☎ 42-0153
伊良原ダム対策 →☎ 42-0152
農政課・農業委員会 →☎ 42-0151
犀川支所総合窓口課 →☎ 42-0001
上下水道課 →☎ 33-3113
教務課 →☎ 33-3112
生涯学習課 →☎ 33-3114
豊津支所総合窓口課 →☎ 33-3113
サン・グレートみやこ →☎ 32-5540
伊良原出張所 →☎ 43-5111
城井出張所 →☎ 42-0121
ゆいの郷 →☎ 32-6020
すどりの里 →☎ 33-5550
いこいの里 →☎ 42-1000

徴
税
等
徴
収
員
の
募
集

■
徴
収
対
策
課
■

　

平
成
20
年
度
徴
税
等
徴
収
員

を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容　町

税
な
ど
の
徴
収
業
務

賃
金　

当
役
場
規
定
に
よ
る

年
齢　

50
歳
以
上
70 
歳
未
満

（
要
普
通
自
動
車
免
許
）

勤
務
地　

み
や
こ
町
役
場
本
庁
舎

（
み
や
こ
町
勝
山
上
田
９
６
０
番
地
）

勤
務
時
間　

10 
時
～
20
時

休
日　

土
日
祝
祭
日
ほ
か

採
用
期
間　

平
成
20
年
4
月
1

日
～
平
成
21
年
3
月
31
日

採
用
人
員　

3
人
以
内

必
要
書
類　

履
歴
書

受
付
期
間　

12
月
3
日
㈪
～
2

月
29
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ
先　

徴
収
対
策
課

年
末
／
年
始
の
ご
み
・
し
尿
の

収
集
業
務
に
つ
い
て

■
住
民
課
■

【
勝
山
地
区
】

○
燃
え
る
ご
み　

12
月
28
日
㈮
ま
で
／
1
月
4
日

㈮
か
ら

○
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
容
器
包
装

12
月
26
日
㈬
ま
で
／
1
月
9
日

㈬
か
ら

○
し
尿
の
収
集
業
務

12
月
29
日
㈯
午
前
中
ま
で
／
1

月
4
日
㈮
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
日
豊
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
・
３
３
０
３

【
豊
津
地
区
】

○
燃
え
る
ご
み

①
コ
ー
ス
（
㈪
㈭
収
集
地
区
）

12
月
31
日
㈪
ま
で
／
1
月
7
日

㈪
か
ら

②
・
③
コ
ー
ス
（
㈫
㈮
収
集
地
区
）

12
月
28
日
㈮
ま
で
／
1
月
4
日

㈮
か
ら

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

（
全
コ
ー
ス
）

12
月
26
日
㈬
ま
で
／
1
月
9
日

㈬
か
ら

○
し
尿
の
収
集
業
務

12
月
28
日
㈮
ま
で
／
1
月
4
日

㈮
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
先

㈲
豊
津
衛
生
☎
３
３
・
２
２
８
８

【
犀
川
地
区
】

○
燃
え
る
ご
み（
㈪
㈭
収
集
地
区
）

12
月
31
日
㈪
ま
で
／
1
月
7
日

㈪
か
ら

○
燃
え
る
ご
み（
㈫
㈮
収
集
地
区
）

12
月
28
日
㈮
ま
で
／
1
月
4
日

㈮
か
ら

※
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

粗
大
ご
み
の
個
人
搬
入
は
12
月

28
日
㈮
ま
で
で
す
。

○
し
尿
の
収
集
業
務

12
月
30
日
㈰
午
前
中
ま
で
／
1

月
5
日
㈯
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

㈲
松
本
環
境
サ
ー
ビ
ス

☎
４
２
・
２
９
３
９

　

し
尿
業
務
に
つ
い
て
は
、
年
末

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
／
年
始
動
物
の
引
き
取
り

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■

【
全
地
区
共
通
】

12
月
26
日
㈬
ま
で
／
1
月
4
日

㈮
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

☎
２
３
・
２
２
４
５

町
立
保
育
所　

臨
時
・
パ
ー
ト

保
育
士
及
び
調
理
員
の
募
集

■
住
民
課
■

採
用
期
間　

平
成
20
年
4
月
１

日
～
平
成
21
年
3
月
31
日

募
集
内
容　
　

保
育
士
①
臨
時
保
育
士
②
代
替

保
育
士
③
短
時
間
保
育
士

調
理
員
①
臨
時
調
理
員
②
代
替

調
理
員

応
募
資
格　

保
育
士
の
資
格
を

有
す
る
者

採
用
人
員　

入
所
児
童
数
に
よ
る

受
付
期
間　

1
月
15
日
㈪
ま
で

申
込
み
方
法　

住
民
課
児
童
係

みやこ町総合観光案内所

☎ 33-5771
折り紙展　色紙・短冊など

～12月2日 江藤悦子さん

葉書記絵展
12月4日～9日 松井博子さん

陶芸三人展
　  12月11日～24日 伊地知真弓さん

なお、12月28日～1月3日は休館日です

ギャラリー案内日
時　

12
月
13
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
45
分

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

相
談
員　

行
橋
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員

お
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

「
み
や
こ
町
出
前
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

■
人
権
男
女
共
同
参
画
課
■

　

今
日
の
高
齢
化
社
会
で
、
心

を
豊
か
に
生
き
が
い
に
満
ち
た

人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
何
が

必
要
な
の
か
…
。　

　

ま
ち
の
将
来
を
考
え
、
住
民

参
画
型
社
会
を
目
指
し
、
出
前

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は　
「
人
生
を
よ
り
よ
く

生
き
る
」
で
す
。

日
時 　

12
月
12
日
㈬
19
時
～

場
所 　

み
や
こ
町
中
央
公
民
館

（
犀
川
）
2
階
視
聴
覚
室

講
師 　

三
浦
清
一
郎
さ
ん

（
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
家
）

　

こ
の
機
会
に
男
女
共
同
参
画

社
会
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

出
前
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
今
後
の
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
3
回 

1
月
15
日
㈫
19
時
～

場
所　

み
や
こ
町
役
場
本
庁
舎

3
階
大
会
議
室 

講
師　

三
浦
清
一
郎
さ
ん

（
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
家
）

第
4
回　

2
月
12
日
㈫
19
時
～

場
所　

み
や
こ
町
役
場
本
庁
舎

3
階
大
会
議
室 

講
師　

三
浦
清
一
郎
さ
ん

（
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
家
）

第
5
回 

2
月
26
日
㈫
19
時
～

場
所　

豊
津
公
民
館（豊

津
支
所
横
）

講
師　

大
島
ま
な
さ
ん

（
九
州
女
子
短
期
大
学
）

第
6
回　

3
月
11
日
㈫
19
時
～

場
所 

豊
津
公
民
館

（
豊
津
支
所
横
）

講
師　

三
浦
清
一
郎
さ
ん

（
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
家
）

主
催　

み
や
こ
町
男
女
共
同
参

画
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集　

■
生
涯
学
習
課
■

【
入
門
講
座
（
１
月
）】

15
㈫
17
㈭
22
㈫
24
㈭
29
日
㈫

①
昼
（
ワ
ー
ド
・
文
書
作
成
と

編
集
）

②
夜
（
エ
ク
セ
ル
・
表
計
算
と

編
集
）

【
活
用
講
座
（
２
月
）】

12
㈫
14
㈭
19
㈫
21
㈭
26
日
㈫

③
昼
（
ワ
ー
ド
・
表
や
画
像
の

挿
入
）　

④
夜
（
エ
ク
セ
ル
・
グ
ラ
フ
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
）

【
応
用
講
座
（
３
月
）】

6
㈭
10
㈪
13
㈭
17
㈪
24
日
㈪

⑤
昼
（
ワ
ー
ド
・
は
が
き
、
宛

名
シ
ー
ル
作
成
）
⑥
夜
（
エ
ク

セ
ル
・
請
求
書
、
成
績
管
理
な
ど
）

時
間　

昼
の
部
13
時
30
分
～
15
時
30
分

夜
の
部
19
時
～
21
時

会
場　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や

こ
１
階
研
修
室

対
象
者　

み
や
こ
町
内
に
在
勤

ま
た
は
在
住
者

お
申
し
込
み　

12
月
10
日
㈪
か

ら
申
し
込
み
順
に
受
け
付
け

（
各
コ
ー
ス
と
も
定
員
18
人
）

受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
①
～

最
終
受
け
付
け
迫
る

■
上
下
水
道
課
■

　

平
成
19
年
度
み
や
こ
町
小
型

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
交
付
申
請
書
の
最
終

受
付
は
12
月
28
日
㈮
ま
で
で
す
。

　

平
成
19
年
度
に
設
置
予
定
者

は
、
期
日
を
過
ぎ
る
と
受
け
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

特
設
人
権
相
談
所
開
設

■
人
権
男
女
共
同
参
画
課
■

　

法
務
局
と
行
橋
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
、「
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
や
職

場
に
お
け
る
い
じ
め
、
差
別
な

ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
何
で
も

結
構
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
時
・
場
所
】

豊
津
地
区

日
時　

12
月
5
日
㈬

13
時
30
分
～
16
時
45
分

場
所　

み
や
こ
町
豊
津
隣
保
館

犀
川
地
区

日
時　

12
月
10
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
45
分

場
所　

本
庄
地
区
学
習
等
供
用

施
設
（
文
化
会
館
）

勝
山
地
区

④
の
コ
ー
ス
は
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
８
０
０
円
（
共
通
）
／
⑤

⑥
の
コ
ー
ス
は
資
料
代
と
し
て

３
０
０
円
（
共
通
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
勝
山
教
育
係

み
や
こ
町
農
業
集
落
排
水
指
定

工
事
店
の
指
定
に
つ
い
て

■
上
下
水
道
課
■

受
付
期
間　

2
月
1
日
㈮
～
29

日
㈮
（
㈯
、㈰
及
び
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

8
時
30
分
～
17
時

登
録
資
格

①
水
道
指
定
工
事
店
で
あ
る
こ
と

②
町
内
に
営
業
す
る
店
舗
を
有

し
、
工
事
の
実
施
に
必
要
な
機

械
器
具
を
有
し
て
い
る
こ
と

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

み
や
こ
町
公
共
下
水
道
指
定
工

事
店
の
指
定
に
つ
い
て

■
上
下
水
道
課
■

受
付
期
間　

2
月
12
日
㈫
～
22

日
㈮
（
㈯
、㈰
及
び
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

8
時
30
分
～
17
時

登
録
資
格

①
み
や
こ
町
に
登
録
を
し
て
い

る
責
任
技
術
者
を
１
人
以
上
専

属
雇
用
し
て
い
る
こ
と

②
工
事
の
実
施
に
必
要
な
機
械

器
具
を
有
し
て
い
る
こ
と

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

INFORMATION

の
窓
口
へ
履
歴
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
先　
　住民

課
児
童
係

女
性
学
級
・
高
齢
者
学
級（
12
月
）

　
　
　
　
　

■
生
涯
学
習
課
■

【
犀
川
地
区
ふ
れ
あ
い
大
学
】

場
所　

み
や
こ
町
中
央
公
民
館

日
時  

5
日
㈬
9
時
30
分
～
12
時

内
容　
「
老
い
を
生
き
る
」／「
生

き
が
い
に
つ
い
て
」

【
豊
津
女
性
学
級
】

場
所　

豊
津
公
民
館

日
時　

6
日
㈭
10
時
～
12
時

内
容　

人
権
講
演
会

【
城
井
地
区
さ
わ
や
か
大
学
】

場
所　

城
井
出
張
所

日
時　12

日
㈬
９
時
30
分
～
12
時
20
分

内
容　
「
次
世
代
に
語
り
つ
ぐ
こ

と
」
／
「
生
き
が
い
に
つ
い
て
」

【
勝
山
女
性
学
級
】

場
所  

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

日
時　

13
日
㈭
10
時
～
12
時

内
容　

人
権
講
演
会

【
豊
津
平
成
学
級
】

場
所　

豊
津
公
民
館

日
時  

13
日
㈭
9
時
30
分
～
11
時

内
容　

暮
ら
し
の
中
の
電
気

【
伊
良
原
地
区
ふ
れ
あ
い
大
学
】

場
所　

伊
良
原
地
区
集
会
所

日
時  

18
日
㈫
10
時
30
分
～
14
時

内
容　
「
家
庭
で
出
来
る
救
急

法
」
／
「
生
き
が
い
に
つ
い
て
」

お
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
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INFORMATION
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」
参
加
者
募
集

■
生
涯
学
習
課
■

　

船
の
こ
と
、
海
の
こ
と
を
小

笠
原
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

3
月
26
日
㈬
～
3
月
31
日
㈪
5

泊
6
日
の
Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル

ー
ズ
」
へ
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ル
ー
ズ
は
、
子
ど
も

た
ち
に
「
船
」、「
海
」、「
自
然
」

へ
の
理
解
・
興
味
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
共
同
生
活
を

と
お
し
て
社
会
性
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、「
か
わ

い
い
子
に
旅
」
を
さ
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

募
集
対
象　

小
学
4
年
生
～
中

学
3
年
生
の
男
女　
　

参
加
費　

8
万
円
（
晴
海
ふ
頭

集
合
解
散
の
場
合
）

申
込
締
切　

1
月
15
日
㈫
ま
で

　

本
来
、
16
万
円
か
か
る
と
こ

ろ
を
日
本
財
団
と
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

か
ら
半
額
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
空
港
発
着
の
詳
細
に
つ

い
て
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
は
、

☎
０
３
・
５
５
２
１
・
６
７
４
３

お
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
体
育
係

犀
川
町
商
工
会
ス
タ
ッ
フ
募
集

■
犀
川
町
商
工
会
■

職
種　

 

記
帳
指
導
員（ア

ル
バ
イ
ト
）

採
用
人
員　

1
人

資
格

○
簿
記
検
定
３
級
以
上
の
資
格
を

有
す
る
者

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
者

○
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
の
で
き
る

者○
み
や
こ
町
及
び
近
郊
に
在
住
す

る
者

給
与　

犀
川
町
商
工
会
給
与
規
程

に
よ
る
。

勤
務　

８
時
30
分
～
17
時

（
休
日
：
㈯
、
㈰
及
び
祝
日
）

勤
務
地　

  

犀
川
町
商
工
会

（
ユ
ー
タ
ウ
ン
犀
川
内
）

採
用
予
定
日　

20
年
1
月
中
旬

勤
務
期
間　

6
月
30
日
㈪
ま
で

（
延
長
可
能
性
あ
り
）

応
募　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
持
参
く
だ
さ
い
。

選
考
は
、
随
時
面
接
を
行
い
12

月
中
旬
ま
で
に
決
定
予
定

お
問
い
合
わ
せ
先　

犀
川
町
商

工
会
☎
４
２
・
０
２
０
２

京
築
北
九
州
農
業
共
済
組
合
職

員
採
用
試
験
案
内

■
京
築
北
九
州
農
業
共
済
組
合
■

受
付
期
間　12

月
3
日
㈪
～
21
日
㈮

採
用
人
員　

1
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
57
年
4
月
2

日
～
平
成
2
年
4
月
1
日
に
生

ま
れ
た
人

採
用
年
月
日　

4
月
1
日

勤
務
地　

行
橋
市

お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　

京
築
北
九
州
農
業
共
済
組
合　

☎
２
２
・
０
８
６
７

県
税
事
務
所
休
日
開
庁
に
つ
い
て

■
行
橋
県
税
事
務
所
■

　

県
税
の
納
付
の
ほ
か
納
税
相

談
な
ど
も
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
9
日
・
16
日
㈰　

9
時
～
17
時

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

行
橋
県
税
事
務
所　

☎
２
３
・
２
２
１
６

　

北
九
州
東
県
税
事
務
所　

☎
０
９
３
・
５
９
２
・
３
５
０
６

Mo
re

入札結果
を公表します

公共事業入札結果（指名競争・一般競
争入札）についてお知らせします。
入札日　平成19年10月15日
○諫山１０５号線道路側溝敷設工事
　向井建設 4,940,000円
○道路台帳統合及び補正業務
　国際航業株式会社福岡支店  17,500,000円
○みやこ町犀川地区住宅団地開発許可申請等
　業務
　都市企画センター株式会社  35,600,000円
○みやこ町犀川地区住宅団地開発測量業務
　日本航測株式会社  27,000,000円
入札日　平成19年10月22日
○豊津小学校講堂ステージ幕取替え工事
　株式会社井筒屋 999,600円
入札日　平成19年10月26日
○公有車売却一般競争入札（物件１）
　株式会社城戸石材加工所  428,000円
○公有車売却一般競争入札（物件２）
　白川長生  1,000,000円
入札日　平成19年10月30日
○福岡県指定有形文化財「三重塔」構造調査
　業務
　株式会社修復技術システム  1,600,000円
○勝山中学校トイレ手洗い室補修工事
   折本建設  1,395,000円 
○祓郷小学校２階トイレ改修工事
　豊津建設株式会社  5,890,000円
○豊津中学校防球ネット新設工事
　株式会社スポーツテクノ和広福岡営業所

 1,700,000円
○みやこ町犀川本庄グランドトイレ設置工事
　福田建設 4,580,000円

お問い合わせ先　財政課管財係☎ 32・2511

県
下
一
斉
無
料
電
話
相
談

■
福
岡
法
務
局
■

　

福
岡
法
務
局
及
び
福
岡
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
人
権

週
間
」
に
お
け
る
活
動
の
一
つ
と

し
て
，
12
月
8
日
㈯
に
県
下
一
斉

無
料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別

な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話
く

だ
さ
い
。
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員
が
、
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
８
日
㈯
9
時
～
17
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
１
２
０
・５
５
１
・２
９
０

（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

福
岡
県
警
察
年
頭
視
閲

■
行
橋
警
察
署
■

日
時　

1
月
7
日
㈰

10
時
～
12
時
30
分

場
所　

ヤ
フ
ー
ド
ー
ム

内
容　

年
頭
視
閲
／
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
／
ふ
れ
あ
い
広
場

お
問
い
合
わ
せ
先　

行
橋
警
察
署

☎
２
４
・
５
１
１
０

つ
ば
さ
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

■
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
■

日
時　

12
月
15
日
㈯

場
所　

行
橋
市
民
会
館

入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
、
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。
企
画
調
整

課
及
び
築
城
基
地
広
報
班
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
渉
外
広

報
班
☎
５
６
・
１
１
５
０

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
■

業
務
内
容　

学
校
給
食
の
調
理
、

配
送
な
ど

年
齢　

18
歳
以
上
60
歳
以
下

（
要
普
通
自
動
車
免
許
）

勤
務
地　

行
橋
京
都
共
同
調
理

場
第
２
給
食
セ
ン
タ
ー

（
み
や
こ
町
勝
山
大
久
保
）

勤
務
時
間　

8
時
～
16
時
30
分

（
休
憩
時
間
60
分
）

休
日　

㈯
、
㈰
及
び
祝
日
ほ
か

採
用
期
間　

1
月
7
日
㈪
～
３
月
31
日
㈪

採
用
人
員　

２
人

受
付
期
間　12

月
3
日
㈪
～
25
日
㈫

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

教
育
委
員
会
☎
２
３
・
２
１
４
９

「
裁
判
員
」
上
映
会
開
催

■
福
岡
地
方
裁
判
所
■

　

平
成
21
年
5
月
ま
で
に
裁
判

員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

俳
優
の
村
上
弘
明
さ
ん
主
演
の

映
画
「
裁
判
員
」
を
鑑
賞
し
、

一
緒
に
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

 

12
月
15
日
㈯
13
時
～

場
所 　

ウ
ィ
ズ
ゆ
く
は
し

参
加
資
格 　

特
に
問
い
ま
せ
ん

参
加
費　

無
料
（
電
話
に
て
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
）

受
付
時
間　

 

平
日
9
時
～
17
時

定
員　

 

１
０
０
人
（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
先　

 

　

福
岡
地
方
裁
判
所
行
橋
支
部

☎
２
２
・
０
０
３
５

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

■
住
民
課
国
保
年
金
係
■

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で

国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る

場
合
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
は
、
11

月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

再
交
付
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
3
月
14
日
ま
で
平
日
9

時
～
17
時
）
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

　

神
田
米
米
店
で
は
米
の
色
彩

選
別
機
（
み
や
こ
町
で
唯
一
）

を
導
入
し
ま
し
た
。
カ
メ
ム
シ

な
ど
の
被
害
の
遭
っ
た
米
を
選

別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先☎３

２
・
４
４
１
３

Calendar        12 月
12月

2日 錦町花街道フェスタ
10時～（錦町公民館横空き地）

4日 そらまめ教室（要予約）
10時～12 時（すどりの里）

7日 減る脂ー（ﾍﾙｼｰ）教室
10時～13時（ゆいの郷）

8日 「人権のつどい」講演会
13時30分～（ｻﾝ・ｸ ﾚ゙ｰﾄみやこ）

11日 BCG 予防接種（要予約）
13 時 30 分～ 14 時（すどりの里）

12日 減る脂ー（ﾍﾙｼｰ）教室
13時30分～15時30分（ゆいの郷）

14日 そらまめ教室（要予約）
10時～12 時（すどりの里）

18日 乳児健診
13時30分～14時（すどりの里）

19日 減る脂ー（ﾍﾙｼｰ）教室
14時～15時30分（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）

20日 乳児健診
13時30分～14時（ゆいの郷）

21日 乳児健診
13時30分～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）

28日 納期限　
個人町県民税　普通徴収第 4 期
国民健康保険税第 6 期
介護保険料　普通徴収第 6 期

1月
2日 第2回みやこ町新春ロードレース大会

参加申し込みは12月18日まで
お問い合わせ先　みやこ町体育協会
　勝山支部事務局（☎32・4936）

平成 20 年成人式のご案内

　平成 19 年10 月24日現在でみやこ町
内に住民登録をされている人を対象に12
月中旬に案内状を送付します。
　町内出身者で就学、就職などで町外に
転出されている人も式に参加できます。希
望者はお早めに申し出ください。
日時　1月13 日㈰10 時開式

（受け付け 9 時～ 9 時 50 分）　
会場　サン・グレートみやこ大ホール
対象者　昭和 62 年 4 月2 日～昭和 63
年 4 月1日の間に生まれた人
お問い合わせ先　生涯学習課

補
聴
器
相
談
（
12
月
）

相
談
日

4
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈫
（
勝

山
地
区
の
み
4
日
の
相
談
日
は

あ
り
ま
せ
ん
）

【
勝
山
地
区
】　

場
所　

ゆ
い
の
郷
（
娯
楽
室
）

時
間　

13
時
～
14
時

【
豊
津
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
豊
津
支
所　
　

  

時
間　

11
時
～
12
時

【
犀
川
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
犀
川
支
所

時
間　

9
時
～
10
時

行
政
相
談
（
12
月
）

【
豊
津
地
区
】

日
時

5
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時

場
所　

豊
津
隣
保
館

【
犀
川
地
区
】

日
時　

10
日
㈪
13
時
30
分
～
16
時

場
所　

 

本
庄
地
区
学
習
等
供

用
施
設
（
文
化
会
館
） 

【
勝
山
地
区
】

日
時   

17
日
㈪
13
時
～
15
時

場
所 

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
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中央図書館☎ 33・1040　犀川図書館☎ 42・3330　勝山図書館☎ 32・3455
図書館ホームページアドレス　http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.jsp

図書の寄贈ありがとうございました。（敬称略）

沖永修一郎 / 村上禮子 /（株）現代書林 /（株）学習
研究社 / 西日本工業大学 /（財）全国地域情報推進委
員会 /（財）厚生年金事業振興団 /（独）国際協力機構
/ 医療法人社団 A 歯科タニグチ会

今月の催し
＜土曜日のおはなし会＞　4 才くらいから
中央図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
12 月 22 日は「おひさまの会」によるおはなし会
犀川図書館　12 月 8、22 日 14 時から
12 月 8 日は「きのこの子」によるおはなし会
勝山図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
12 月 22 日は「もこもこ」のクリスマスおはなし会

（特別プログラムのため 14 時開始）

＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3 才くらい
勝山図書館　12 月 7、21 日㈮ 10 時 30 分から

＜映画会＞
中央図書館視聴覚室　14 時から
12 月 9 日㈰
｢ どんぐりの家 ｣（110 分）2001 年制作　
長編ドキュメンタル・アニメーション　字幕付
実在するろう重複障害者のための共同作業所がモデル
のヒューマン・ホームドラマ。
聴覚障害に加え知的障害や精神障害を併せ持つという
重いハンディを背負った子どもたちの成長を願い、苦し
みながらも歩んでいく両親や家族、それを支える人々の
ひたむきな姿を描く。

＜ギャラリー出展者募集＞　
　みやこ町中央図書館では、平成 20 年1月・3月のギャ
ラリー出展者を募集しています。みなさんの力作を展示して
みませんか。出展料は無料です。お問い合わせは中央図
書館まで。

新着図書案内　
図書館に新しく入った本の一部を紹介します。貸出中
の場合は予約できます。
＜一般書＞
文芸書

『ホテルジューシー』坂木司 角川書店 /『三面記事小説』
角田光代 文藝春秋 /『夕映え』宇江佐真理 角川春樹事
務所 /『貸し込み　上･下』黒木亮 角川書店 /『有頂天家
族』森見登美彦 幻冬舎/『愛に似たもの』唯川恵 集英
社 /『老い力』佐藤愛子 海竜社 /『はぐれ鷹』熊谷達也 
文藝春秋 /『あじさい日記』渡辺淳一 講談社 /『十二の
嘘と十二の真実』あさのあつこ 徳間書店 /『妖しい詩韻』
内田康夫 角川春樹事務所 /『さよなら、そしてこんにちは』
荻原浩 光文社 /『中原の虹　第４巻』浅田次郎 講談社
/『図書館革命』有川浩 メディアワークス

その他
『ネットカフェ難民』川崎昌平 幻冬舎/『父親の品格』川
北義則 ダイヤモンド社 /『野菜たっぷり重ね煮レシピ』
船越康弘 洋泉社 /『オーブン、だからおいしい料理』平
野由希子 地球丸 /『DIY で楽しむ！イルミネーション入門
BOOK』 学研 

＜児童書＞
『ラッセルとクリスマスのまほう』ロブ・スコットン 文化
出版局 /『きつねのフォスとうさぎのハース』シルヴィア･
ヴァンデン･ヘーデ 岩波書店 /『サンタクロースとぎんの
くま』マレーク･ベロニカ 福音館書店 /『本の妖精リブロ
ン』末吉暁子 あかね書房 /『チームふたり』吉野万理子 
学研 /『イサナ龍宮の闘いへ』たつみや章 講談社 /『ク
リスマス･正月の工作図鑑』岩藤しおい いかだ社

　このコーナーでは、発行月に１歳のお誕生日を迎えるお子さんの写真を掲載しています。
　掲載対象者は 11 月１日現在の住民基本台帳を基に抽出しています。

平成 18 年 12 月 6 日

下田 湧
ゆ う と

人ちゃん（勝山）

平成 18 年 12 月 6 日

藤原 琉
りゅうせい

成ちゃん（豊津）

平成 18 年 12 月 7 日

古野 世
せ り

利ちゃん（豊津）

Happy Birthdayお誕生日おめでとう

平成 18 年 12 月 3 日

小松 彩
あ や か

花ちゃん（勝山）

平成 18 年 12 月 4 日

德永 剛
つ よ し

志ちゃん（犀川）

平成 18 年 12 月 5 日

渡邊 暖
の の は

羽ちゃん（勝山）

平成 18 年 12 月 2 日

後藤 汐
ゆ う や

哉ちゃん（豊津）

12 月・1月の休館日
12 月・1 月の休館日（全館共通）
12 月 3 日 /10 日 /17 日 /23 日 /24 日 /28 日 /29 日 30 日
/31 日
1 月 1 日 /2 日 /3 日 /4 日 /7 日 /14 日 15 日 /21 日 /28
日 /31 日

平成 18 年 12 月 9 日

加来 珠
た ま き

希ちゃん（豊津）

平成 18 年 12 月 26 日

福森 由
ゆ き の

希乃ちゃん（勝山）

平成 18 年 12 月 31 日

古賀 春
は る き

生ちゃん（勝山）

平成 18 年 12 月18 日

藤本 快
かいせい

成ちゃん（豊津）

平成 18 年 12 月19 日

吉田 秀
しゅうま

麻ちゃん（豊津）

平成 18 年 12 月 22 日

中尾 悠
ゆ う と

翔ちゃん（犀川）

平成 18 年 12 月 23 日

松本 一
い ち ご

悟ちゃん（豊津）

平成 18 年 12 月 25 日

小森 剛
つ よ し

志ちゃん（勝山）

平成 18 年 12 月 22 日

吉田 舟
しゅうた

汰ちゃん（犀川）

平成 18 年 12 月 8 日

埜木 ゆめちゃん（豊津）

平成 18 年 12 月 20 日

田近 正
せ い や

哉ちゃん（勝山）

子育て支援センターのイベント
□すどりの里（豊津）☎ 33・4152
日時 11 日 11 時～　 内容 げんき＆育児相談
日時 21 日 10 時 30 分～ 内容 クリスマス会（予約制）
□ゆいの郷（勝山）  ☎ 32・2176
日時   1 日 10 時 30 分～ 内容 このゆびと～まれ
日時   5 日 10 時 30 分～ 内容 クリスマスコンサート

（レイカシスターズ）
日時 13 日 10 時～ 内容 クリスマス会（予約制）
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原
点
回
帰

　

福
岡
県
立
八
幡
中
央
高
校
卒
業

後
、
昭
和
31
年
、
八
幡
製
鐵
（
現
・

新
日
本
製
鐵
）
に
就
職
し
た
佐
木

さ
ん
。
事
務
員
と
し
て
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
3
交
代
で

変
則
勤
務
と
な
り
勤
務
外
の
時
間

の
使
い
方
に
悩
み
ま
し
た
。

「
戦
後
だ
っ
た
当
時
、
娯
楽
と
言

え
ば
映
画
が
中
心
。
本
を
読
む
こ

と
に
没
頭
し
、
い
つ
し
か
自
分
で

書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑

い
な
が
ら
、
振
り
返
り
ま
す
。

　

作
家
を
志
し
た
佐
木
さ
ん
は
8

年
4
か
月
勤
め
た
会
社
を
辞
め
、

30
歳
で
上
京
し
ま
し
た
。

苦
節
10
年

　

製
鐵
所
と
い
う
大
き
な
会
社
を

辞
め
、
売
れ
な
い
作
家
生
活
。
し

か
し
、
転
機
は
38
歳
。
27
歳
か
ら

物
書
き
を
は
じ
め
、
38
歳
で
念
願

の
直
木
賞
を
受
賞
。
一
躍
、
時
の

人
と
な
り
ま
す
。「
本
の
注
文
が
急

増
し
、
今
ま
で
な
か
っ
た
光
景
を

目
に
す
る
わ
け
で
す
。
当
然
、
収

入
も
増
え
、
執
筆
依
頼
、
取
材
依

頼
が
殺
到
し
、
驚
き
ま
し
た
」。

　

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
を
取
材
で
訪
れ

た
と
き
に
思
っ
た
「
被
害
者
は
ど

ん
な
に
恐
ろ
し
い
思
い
を
し
た
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
は
今
で

も
頭
を
よ
ぎ
る
そ
う
で
す
。

【さき・りゅうぞう】昭和 12 年 4 月14 日 生まれ。昭和 51年、
仲哀トンネルでの事件を題材とした「復讐するは我にあり」で直
木賞を受賞。平成 18 年、北九州市立文学館館長に就任。
さまざまな事件を題材にした作品を発表。取材のため法廷に幾
度となく行くそうです。「法廷では、警察当局や検事によって、容
疑者のバックグランドや事件の背後関係など、一級資料が出そろ
います。取材をするには、とても興味深いものがたくさんあります」
と語ります。

人
権
週
間

　

広
島
県
高
田
郡
で
幼
少
を
過
ご

し
て
い
た
佐
木
さ
ん
。
小
学
校
2

年
生
の
と
き
、
爆
心
地
か
ら
50
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
場
所
で
、

き
の
こ
雲
を
目
撃
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
戦
争
は
軍
隊
同
士
が
戦
う
だ
け

で
な
く
、
武
器
も
持
た
な
い
住
民

も
被
害
に
遭
い
ま
す
。
戦
争
は
人

権
侵
害
の
最
た
る
も
の
と
い
う
こ

と
は
、
原
爆
で
証
明
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
2
年
生
で
間
接
的
な
戦
争

と
の
関
わ
り
を
持
ち
ま
し
た
。
当

時
を
知
る
人
間
と
し
て
、
こ
れ
を

伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち
みやこ町

広報みやこ 発行　みやこ町〒824-0892 福岡県京都郡みやこ町勝山上田960番地
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男 　10,828人 女 　12,177人 計 　23,005人 世帯 8,591戸（10月末現在の住民基本台帳人口から）

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
で
の
事
件
を
題
材
に
直
木
賞
を
受
賞
し
た
佐
木
隆
三
さ
ん

顔
横

　

仲
哀
ト
ン
ネ
ル
で
起
き
た
事
件
を
題
材

に
し
た
「
復
讐
す
る
は
我
に
あ
り
」
で
直

木
賞
を
受
賞
し
た
佐
木
隆
三
さ
ん
。
取
材

を
す
る
た
め
、
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
特
集
で
は
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
に
触

れ
ま
し
た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
に
縁
の
あ
る

佐
木
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

売
れ
な
い
作
家
生
活
も
し
ま
し
た
。

苦
節
10
年
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、

で
も
ね
、
転
機
が
訪
れ
た
ん
で
す
よ

　森鴎外や杉田久女、林芙美子、松本清張など北九州市ゆかりの文芸作
家の資料を展示する「北九州市立文学館」が 2006 年 11 月 1 日、北九
州市小倉北区の勝山公園内にオープン。「常設展示」は、24m に及ぶ年
譜により各時代の文芸トピックでわかりやすく紹介する「北九州文芸の
歩み」、「文箱展示」や「北九州ゆかりの文学者」などで構成しています。
　磯崎新さんがデザインしたステンドグラスは、江戸時代の大分の思想
家、三浦梅園の著書『玄語』で描かれている図が基本となっているそう
です。
北九州市立文学館

【所在地】 福岡県北九州市小倉北区城内 4-1
【入館料（常設展）】 一般 200 円、中高生 100 円、小学生 50 円
【お問い合わせ先】☎ 093・571・1505　


